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調査概要
１. 調査目的

確定拠出年金の加入者に対してコミュニケーション実態と商品に関する意識調査
を実施し、加入者の認知・理解、制度に対する関与の状況を把握することで今後
の当該業務推進での基礎資料とする。特に、今回の調査は、継続教育の評価、
確定拠出年金制度の投資商品メリットの認知確認等に着目し、コミュニケーション
施策に反映できるものとする。

１）調査対象企業及び配布数、回収数

２）調査時期 ： ２００８年１月上旬 ～２月下旬

３）調査方法 ： 社内または自宅留置による自記入アンケート方式

４）調査主体 ： NPO法人確定拠出年金教育協会

５）集計分析 ： NPO法人確定拠出年金教育協会

６） 協賛 ： 三菱UFJ投信・三菱東京UFJ銀行・三菱UFJ信託銀行

２. 調査設計

１５３７

電力・ガス
電気機器
繊維

食品
情報・通信

配布数 回収数 調査対象サンプル

４００
１０００
１０００

１６００
８９４０

３０５
５５４
６８５

１４９４
２０６３

２９２
３０８
３０５

３１６
３１６

１２９４０ ５１０１

業種

確定拠出年金を導入後1年以上経過し、かつ従業員数1000人以上の一部上場企業
を対象として、業種、受託運営管理機関等が異なるよう選定を行った。
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調査要約

①性・世代別で異なる資産運用タイプ （投資信託派 ＶＳ．元本確保派）

→確定拠出年金制度加入者が実際に運用する商品構成比でみると、投資信託商品
が元本確保商品を上回る結果となっている。

●投資信託派（運用商品で投資信託商品の配分割合の合計が５０％を超える
加入者）は、回答者比率で４７．８％を占めるのに対して、元本確保派（運用
商品で元本確保商品の配分割合の合計が５０％を超える加入者）は ３９．５

％となっている。
●また、１００％投資信託型商品で運用してる加入者は回答者比率で２４．１
％を占め、１００％元本確保型商品の加入者は１９．２％となっている。

●投資信託派は、男性の４０代未満で半数を超えて多くなっている。一方、元
本確保派は、男性の５０代と女性全般で多く占められている。

元本確保派

投資信託派

ｎ＝４４７

ｎ＝５４２
１００％投資信託型商品
で運用してる加入者

回答者の２４．１％

回答者の３９．５％

回答者の４７．８％

１００％元本確保型商品
で運用してる加入者

回答者の１９．２％

運用商品の構成比回答者（１１３３人）
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②若年層で希薄な退職後の生活設計と確定拠出年金制度認識

→今回の調査対象者は、大企業中心であるが、退職後の生活設計、確定拠出年金への
普段の認識理解で世代間格差が認められた。退職金・公的年金の知識が２０代を中心
とした若年層、特に、女性で知らないとする傾向が顕著となっている。
●確定拠出年金制度に関わる具体的な給付金額、退職時での資産到達

額、必要な生活費等への認識は、男女共に２０代を中心とした若年層で
低率となっている。この傾向は、配偶者がいる場合も同様で、世代間での
格差は明確となっている。
●また、資産運用での想定利回り、毎月の拠出金額についての知識も若

年層で極端に低くなっており、確定拠出年金の目標設定や運用の狙いに
ついての意識まで到達していないことがうかがわれる。
●同時に、「残高のお知らせ」の閲覧状況、内容理解でも男女共に若年層

で低率となって、確定拠出年金に加入しているものの日常での運用意識
は希薄となっている。

③高年齢層での投資信託運用に結びつかない保守傾向

→今回の調査では、５０代の消極的な投資信託運用が目立っている。男女ともに５０代で
は元本確保派が中心となっているが、その運用行動には質的な相違がみられる。男性
５０代では、資産運用・金融商品に関する全般での意識、理解、行動等ではある程度の
知識を有し、定年・退職が身近な問題であることを反映し、前記の若年層とは対極の関
係となっている。一方、女性５０代では、退職後の意識はあるものの、資産運用の理解、
行動の面では、男女合わせた全世代で最も低い傾向を示している。
●男性５０代は、資産配分の変更経験も高く、インターネットへのアクセスも
平均的で、投資や運用に関する正誤問題でも平均値となっている。しかし、
投資信託派が全世代で最低の３割にとどまっていることは、年齢からくる
金融商品への不安・防御本能が働き、積極的な投資信託運用での障害と
なっていることがうかがわれる。
●一方、女性５０代は、確定拠出年金制度の理解、資産配分の変更経験、イ
ンターネットでのアクセス、投資や運用に関する正答率等が低く、資産運用

での知識の欠如が投資信託運用に結びついていないことが理解できる。

－３－



④資産運用行動の障害となっている確定拠出年金制度の無理解

→確定拠出年金投資商品の運用メリット認知では、半数を超える認知項目が皆無であり、
確定拠出年金制度のメリットが如何に理解されていないかが明らかとなっている。同時
に、制度そのものへの無理解を浮き彫りにしている。
●「運用時には税金がかからない」や手数料での優位点等を具体的に提示
した認知状況は、過半数の認知に達せず周知徹底がなされてないことが
理解できる。税制優遇は、確定拠出年金制度の大きな特徴であり、制度的
メリットの周知は、加入者の運用行動にも結びついている。

●実際、投資や運用に関する正誤問題では、正答者の多い性・年代の層で
投資信託派の比率が高くなって、運用知識と運用行動がダイレクトに結び
ついていること物語っている。

⑤継続教育の必要性とテキスト／コンテンツの見直し・改良
→前項の確定拠出年金制度のメリット訴求での不徹底を捉えると、技術面での継続教育
以前の問題として、導入時での教育項目の再周知の徹底が重要となっている。また、
セミナー、講習会等の自社での継続教育を実施しているか、否かを知らない加入者が
全体で２割いることを踏まえると、加入者の視点に立った柔軟性のあるプログラム開発
が必要となっている。

●社内セミナー、講習会（継続教育）等の満足度では、満足している（「非常に
満足している」＋「満足している」）との回答が４分の１弱にとどまっている。
また、実施開催の認知状況と考えあわせると、現時点での継続教育は、加入
者に照準を合わせたものとはなっていない。
●また、社内セミナー、講習会（継続教育）の不満足理由では、｢教わった内容
が運用に役立っていない」の回答が全体で３割弱で最も多くなっている。特に、
投資信託派の比率が４割と高くなっていることは象徴的となっている。
●今後の継続教育を考えた場合、制度の基本的なメリット確認とともに、加入者

の理解レベルに対応したコンテンツ内容でのクラス分けは必要で、若年層向
け、高齢者向け、資産運用タイプ(運用商品)別等での加入者の資産運用状況
に適応させたプログラム開発が重要な課題となる。

－４－



Q1 退職後の生活設計認識
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている ある程度は知っている・見当がつく あまり知らない 全く知らない 無回答

１．退職時に会社から退職金としていくら
もらえるか ※ただし、勤務先に退職
一時金制度ＤＢがある場合

２．公的年金を毎月いくらもらえるか
※国民年金と厚生年金の合計

５．退職時に確定拠出年金での自分の資
産がどのくらいになっていればよいか

３．退職後に必要な毎月の生活費がどの
くらいかかるか

４．預貯金などの他の保有資産も含めて、
退職後の生活費のためにいくらぐらい
あれば十分か（退職後の資金としての
目標額）

Ｎ=1537

（ＳＡ）

退職後に必要な生活費、また、会社からの退職金は、生活実感としてある程度推測が可能
なものの、確定拠出年金制度に関わる具体的な給付金額、退職時での資産の到達額に関
する知識は全体的に低率となっている。つまり、今回の調査対象者である大企業の従業員
が、自身の退職金・公的年金等の知識を持っていないかが非常に理解できる。
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Q1 退職後の生活設計認識

１．退職時に会社から退職金としていくら
もらえるか ※ただし、勤務先に退職
一時金制度ＤＢがある場合

1537 1.4% 22.7% 43.9% 31.8% 0.2%

２０代 159 2.5% 13.8% 40.9% 42.8% 0.0%

３０代 459 0.9% 18.5% 46.6% 33.8% 0.2%

４０代 393 1.5% 24.9% 50.1% 23.4% 0.0%

５０代 215 3.3% 43.7% 35.8% 16.7% 0.5%

２０代 101 0.0% 6.9% 37.6% 55.4% 0.0%

３０代 107 0.0% 18.7% 39.3% 42.1% 0.0%

４０代 78 0.0% 21.8% 42.3% 35.9% 0.0%

５０代 25 4.0% 24.0% 32.0% 36.0% 4.0%

無回答全く知らない

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

よく知ってい
る

ある程度は
知っている・
見当がつく

あまり知らな
い

２．公的年金を毎月いくらもらえるか
※国民年金と厚生年金の合計

３．退職後に必要な毎月の生活費が
どのくらいかかるか

1537 1.0% 12.4% 45.7% 40.7% 0.2%

２０代 159 1.9% 10.7% 38.4% 49.1% 0.0%

３０代 459 0.9% 8.9% 49.9% 40.1% 0.2%

４０代 393 0.3% 14.2% 49.1% 36.4% 0.0%

５０代 215 1.9% 27.4% 45.6% 24.7% 0.5%

２０代 101 0.0% 2.0% 31.7% 66.3% 0.0%

３０代 107 0.9% 3.7% 41.1% 54.2% 0.0%

４０代 78 0.0% 11.5% 41.0% 46.2% 1.3%

５０代 25 8.0% 12.0% 52.0% 28.0% 0.0%

全く知らない 無回答

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

よく知ってい
る

ある程度は
知っている・
見当がつく

あまり知らな
い

1537 2.1% 37.9% 40.0% 18.3% 1.8%

２０代 159 3.8% 28.3% 34.0% 33.3% 0.6%

３０代 459 1.3% 29.6% 47.3% 20.5% 1.3%

４０代 393 1.8% 40.7% 42.7% 12.7% 2.0%

５０代 215 2.3% 58.1% 27.4% 7.9% 4.2%

２０代 101 1.0% 26.7% 41.6% 30.7% 0.0%

３０代 107 1.9% 34.6% 39.3% 21.5% 2.8%

４０代 78 5.1% 48.7% 32.1% 14.1% 0.0%

５０代 25 4.0% 56.0% 32.0% 8.0% 0.0%

全く知らない 無回答

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

よく知ってい
る

ある程度は
知っている・
見当がつく

あまり知らな
い

（ＳＡ）

性・年齢別では、退職金・公的
年金の知識が２０代を中心とし
た若年層、特に女性で知らない
とする傾向が顕著となっている。

（ＳＡ）

（ＳＡ）

－６－



４．預貯金などの他の保有資産も含めて、
退職後の生活費のためにいくらぐらい
あれば十分か（退職後の資金としての
目標額）

1537 1.7% 29.0% 48.8% 20.3% 0.3%

２０代 159 3.8% 23.9% 40.9% 30.8% 0.6%

３０代 459 1.3% 21.4% 54.9% 22.2% 0.2%

４０代 393 1.0% 32.1% 52.7% 14.2% 0.0%

５０代 215 2.3% 45.6% 42.3% 8.8% 0.9%

２０代 101 0.0% 15.8% 44.6% 39.6% 0.0%

３０代 107 1.9% 26.2% 44.9% 27.1% 0.0%

４０代 78 3.8% 38.5% 39.7% 17.9% 0.0%

５０代 25 0.0% 44.0% 44.0% 12.0% 0.0%

全く知らな
い

無回答

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

よく知ってい
る

ある程度は
知っている・
見当がつく

あまり知ら
ない

５．退職時に確定拠出年金での自分の資
産がどのくらいになっていればよいか

1537 1.0% 15.5% 52.0% 30.9% 0.6%

２０代 159 1.9% 14.5% 44.0% 39.0% 0.6%

３０代 459 0.9% 12.2% 54.7% 32.0% 0.2%

４０代 393 0.5% 16.8% 57.0% 25.2% 0.5%

５０代 215 1.9% 26.0% 51.6% 18.6% 1.9%

２０代 101 0.0% 3.0% 39.6% 57.4% 0.0%

３０代 107 1.9% 11.2% 47.7% 38.3% 0.9%

４０代 78 0.0% 23.1% 48.7% 28.2% 0.0%

５０代 25 0.0% 16.0% 60.0% 24.0% 0.0%

全く知らない 無回答

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

よく知ってい
る

ある程度は
知っている・
見当がつく

あまり知ら
ない

（ＳＡ）

（ＳＡ）
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Q1SQ1 退職後の生活設計認識（配偶者がいる場合）
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42.3
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20.5
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0.1
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．あなた方の退職後に必要な毎月の生
活費はどのくらいか

２．預貯金などの他の保有資産も含めて、
退職後の生活費のためにいくらぐらい
あれば十分か（あなたの退職後の資
金としての目標額）

３．あなたの退職後、あなたの確定拠出
年金の資産がどのくらいになっていれ
ばよいか

Ｎ=1068
（ＳＡ）

よく知っている ある程度は知っている・見当がつく あまり知らない 全く知らない 無回答

配偶者がいる対象者に限定した回答でも、前述の全体傾向と同様の結果となっている。
特に、退職時での資産の到達額に関する知識は全体的に低率となって、全体結果との
比較でも格差はみられない。

－８－



Q1SQ1 退職後の生活設計認識（配偶者がいる場合）

１．あなた方の退職後に必要な毎月の生
活費はどのくらいか

1068 2.8% 37.6% 42.3% 16.9% 0.3%

２０代 59 0.0% 23.7% 42.4% 33.9% 0.0%

３０代 357 2.0% 28.0% 51.5% 18.5% 0.0%

４０代 336 2.1% 37.8% 42.9% 17.3% 0.0%

５０代 192 4.2% 56.3% 32.3% 5.7% 1.6%

２０代 29 0.0% 41.4% 17.2% 41.4% 0.0%

３０代 48 2.1% 37.5% 39.6% 20.8% 0.0%

４０代 36 13.9% 44.4% 30.6% 11.1% 0.0%

５０代 11 18.2% 63.6% 18.2% 0.0% 0.0%

全く知らな
い

無回答

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

よく知ってい
る

ある程度は
知っている・
見当がつく

あまり知ら
ない

性・年齢別では、前述の全体傾向
と同様、２０代を中心とした若年層、
特に女性で知らないとする傾向が
顕著となっている。

２．預貯金などの他の保有資産も含めて、
退職後の生活費のためにいくらぐらい
あれば十分か（あなたの退職後の資
金としての目標額）

３．あなたの退職後、あなたの確定拠出
年金の資産がどのくらいになっていれ
ばよいか

1068 2.2% 29.0% 48.1% 20.5% 0.1%

２０代 59 1.7% 20.3% 44.1% 33.9% 0.0%

３０代 357 2.0% 22.7% 51.8% 23.5% 0.0%

４０代 336 1.2% 26.2% 51.2% 21.4% 0.0%

５０代 192 2.6% 46.9% 43.2% 6.8% 0.5%

２０代 29 0.0% 31.0% 27.6% 41.4% 0.0%

３０代 48 2.1% 29.2% 41.7% 27.1% 0.0%

４０代 36 11.1% 33.3% 41.7% 13.9% 0.0%

５０代 11 18.2% 36.4% 45.5% 0.0% 0.0%

全く知らな
い

無回答

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

よく知ってい
る

ある程度は
知っている・
見当がつく

あまり知ら
ない

1068 1.2% 13.0% 54.2% 31.6% 0.0%

２０代 59 1.7% 16.9% 42.4% 39.0% 0.0%

３０代 357 1.1% 11.2% 53.2% 34.5% 0.0%

４０代 336 0.9% 11.6% 55.1% 32.4% 0.0%

５０代 192 1.6% 16.1% 61.5% 20.8% 0.0%

２０代 29 0.0% 6.9% 41.4% 51.7% 0.0%

３０代 48 0.0% 16.7% 50.0% 33.3% 0.0%

４０代 36 2.8% 19.4% 52.8% 25.0% 0.0%

５０代 11 9.1% 18.2% 54.5% 18.2% 0.0%

全く知らな
い

無回答

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

よく知ってい
る

ある程度は
知っている・
見当がつく

あまり知ら
ない

（ＳＡ）

（ＳＡ）

（ＳＡ）

－９－



Q２ 資産運用に関する理解状況

12.3

3.8

5.3

29.9

14.7

35.3

30.2

40.5

33.6

27.0

40.5

25.5

0.6

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている ある程度は知っている・見当がつく あまり知らない 全く知らない 無回答

１．「確定拠出年金の想定利回り」という
言葉を知っていますか

２．自社の確定拠出年金の想定利回り
が何％か知っていますか

３．毎月会社から、あなたの確定拠出年
金の口座にいくら掛け金が振り込ま
れるか知っていますか Ｎ=1537

（ＳＡ）

「確定拠出年金の想定利回り」の用語認知では過半数が知らないと回答し、想定利回り
比率までの認知者は、２割以下にとどまっている。また、毎月の拠出金額でも６割弱の
加入者が知らないと回答し、確定拠出年金の目標設定や運用の狙いについての意識が
希薄であることを物語っている。
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Q２ 資産運用に関する理解状況

１．「確定拠出年金の想定利回り」という
言葉を知っていますか

1537 5.3% 35.3% 33.6% 25.5% 0.3%

２０代 159 8.2% 29.6% 27.0% 35.2% 0.0%

３０代 459 4.6% 31.8% 35.7% 27.5% 0.4%

４０代 393 5.9% 45.5% 31.8% 16.5% 0.3%

５０代 215 7.4% 41.4% 36.3% 14.4% 0.5%

２０代 101 1.0% 21.8% 28.7% 48.5% 0.0%

３０代 107 0.0% 24.3% 38.3% 36.4% 0.9%

４０代 78 6.4% 35.9% 34.6% 23.1% 0.0%

５０代 25 8.0% 20.0% 40.0% 32.0% 0.0%

全く知らな
い

無回答

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

よく知ってい
る

ある程度は
知っている・
見当がつく

あまり知ら
ない

性・年齢別では、想定利回り・毎月
の拠出金額の認知が２０代を中心
とした若年層、特に女性で知らない
とする傾向が顕著となっている。

２．自社の確定拠出年金の想定利回り
が何％か知っていますか

３．毎月会社から、あなたの確定拠出年
金の口座にいくら掛け金が振り込ま
れるか知っていますか

1537 3.8% 14.7% 40.5% 40.5% 0.6%

２０代 159 4.4% 17.6% 28.9% 49.1% 0.0%

３０代 459 4.1% 11.3% 39.9% 44.0% 0.7%

４０代 393 5.1% 14.8% 51.9% 27.7% 0.5%

５０代 215 3.7% 25.1% 45.6% 24.2% 1.4%

２０代 101 0.0% 5.0% 26.7% 68.3% 0.0%

３０代 107 0.0% 11.2% 30.8% 57.0% 0.9%

４０代 78 3.8% 19.2% 30.8% 46.2% 0.0%

５０代 25 4.0% 8.0% 28.0% 60.0% 0.0%

全く知らな
い

無回答

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

よく知ってい
る

ある程度は
知っている・
見当がつく

あまり知ら
ない

1537 12.3% 29.9% 30.2% 27.0% 0.6%

２０代 159 13.8% 29.6% 23.3% 33.3% 0.0%

３０代 459 12.4% 29.8% 28.1% 29.0% 0.7%

４０代 393 12.0% 32.8% 33.3% 20.9% 1.0%

５０代 215 15.3% 31.6% 34.4% 18.1% 0.5%

２０代 101 8.9% 17.8% 30.7% 42.6% 0.0%

３０代 107 6.5% 29.9% 29.9% 32.7% 0.9%

４０代 78 14.1% 32.1% 26.9% 26.9% 0.0%

５０代 25 12.0% 16.0% 36.0% 36.0% 0.0%

全く知らな
い

無回答

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

よく知って
いる

ある程度は
知っている・
見当がつく

あまり知ら
ない

（ＳＡ）

（ＳＡ）

（ＳＡ）
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Ｑ３ 運用商品の選定基準

１．元本割れする可能性があ
るかどうか

２．価格の変動幅が大きいか
小さいか（リスクの大小）

３．高いリターンが期待できる
かどうか

４．運用商品として、その特徴
がわかり易いかどうか

５．過去の実績（パフォーマス）
がよいかどうか

６．手数料（信託報酬）が高い
か低いか

７．運用している金融機関の
運用体制や運用哲学が
しっかりとしているかどうか

８．運用している金融機関の
知名度（知っているかどう
か）

14.7

18.2

20.4

21.3

18.3

22.1

34.1

41.9

45.6

40.2

42.0

49.5

45.1

42.1

51.8

36.6

31.5

33.6

30.8

22.8

29.7

28.9

11.1

15.4

5.4

5.1

4.0

3.9

4.2

4.8

3.7

1.0

2.8

2.9

2.5

2.7

2.1

2.0

2.3

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重視する やや重視する あまり重視しない 重視しない 無回答

Ｎ=1537
（ＳＡ）

「価格の変動幅」 「元本割れする可能性」のリスク要因を８割前後で重視するとし、

大きな選定基準となっている。

－12－



Q３ SQ1 最も重視する運用商品の選定基準

1537 33.4% 16.0% 20.1% 5.0% 8.4% 2.1% 5.7% 1.4% 7.8%

２０代 159 20.8% 18.2% 23.9% 5.0% 13.2% 5.7% 6.9% 0.6% 5.7%

３０代 459 33.3% 13.5% 22.7% 5.2% 9.4% 2.6% 3.9% 1.3% 8.1%

４０代 393 31.6% 16.5% 24.4% 4.8% 6.9% 1.5% 5.1% 1.5% 7.6%

５０代 215 34.0% 18.6% 17.2% 5.6% 5.6% 0.9% 5.1% 2.3% 10.7%

２０代 101 49.5% 12.9% 11.9% 2.0% 6.9% 0.0% 6.9% 3.0% 6.9%

３０代 107 34.6% 22.4% 11.2% 8.4% 8.4% 0.0% 8.4% 0.0% 6.5%

４０代 78 39.7% 14.1% 11.5% 3.8% 11.5% 3.8% 10.3% 0.0% 5.1%

５０代 25 52.0% 8.0% 4.0% 0.0% 4.0% 4.0% 16.0% 0.0% 12.0%

398 31.4% 17.8% 21.4% 5.8% 9.8% 2.5% 5.5% 1.0% 4.8%

207 30.9% 16.9% 20.8% 5.3% 11.6% 1.4% 5.8% 1.0% 6.3%

274 30.3% 15.3% 24.8% 6.6% 8.4% 2.9% 5.8% 0.7% 5.1%

65 36.9% 12.3% 24.6% 3.1% 9.2% 1.5% 7.7% 1.5% 3.1%

42 26.2% 21.4% 31.0% 4.8% 9.5% 2.4% 0.0% 0.0% 4.8%

447 54.4% 17.2% 4.5% 4.5% 3.8% 0.4% 6.5% 2.5% 6.3%

542 15.9% 17.3% 33.9% 6.5% 13.3% 3.9% 4.4% 0.7% 4.1%

144 36.8% 16.0% 18.8% 4.2% 7.6% 1.4% 8.3% 0.0% 6.9%

全体

性・年齢

男性

女性

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

無回答
サンプル
数

５．過去の実
績（パフォーマ
ンス）がよいか
どうか

６．手数料（信
託報酬）が高
いか低いか

７．運用してい
る金融機関の
運用体制や運
用哲学

８．運用してい
る金融機関の
知名度

１．元本割れ
する可能性が
あるかどうか

２．価格の変
動幅が大きい
か小さいか（リ
スクの大小）

３．高いリター
ンが期待でき
るかどうか

４．運用商品と
して、その特徴
がわかり易い
かどうか

（ＳＡ）

運用商品選定時における最重視項目（限定１項目）では、 「元本割れする可能性」が３人に１人で

最も多く、次いで、「高いリターンが期待できるかどうか」が浮上することが注目される。
性・年齢別では、女性で「元本割れする可能性」の重視度が高くなる傾向ある。
拠出残高では、５００万円以上で「高いリターンが期待できるかどうか」の重視度が高くなっている。
資産運用タイプでは、元本確保派は「元本割れする可能性」、投資信託派は「高いリターンが期待
できるかどうか」で重視度が二分されている。
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Ｑ４ 元本確保派 VS． 投資信託派

運用商品の構成比回答者（1133人）

元本確保派

39.5％（447人）

投資信託派

47.8％（542人）

（ＳＡ）

1537 1133 39.5% 47.8% 12.7%

２０代 159 115 25.2% 58.3% 16.5%

３０代 459 313 32.6% 54.6% 12.8%

４０代 393 311 36.0% 51.4% 12.5%

５０代 215 171 58.5% 30.4% 11.1%

２０代 101 64 54.7% 32.8% 12.5%

３０代 107 79 34.2% 49.4% 16.5%

４０代 78 60 50.0% 41.7% 8.3%

５０代 25 20 60.0% 35.0% 5.0%

398 335 32.2% 54.6% 13.1%

207 185 30.3% 55.1% 14.6%

274 258 39.5% 52.7% 7.8%

65 59 39.0% 50.8% 10.2%

42 36 36.1% 50.0% 13.9%

運用商品
の構成比
回答者

元本確保派 投資信託派 中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

元本確保派 ： 元本確保型商品／定期預金、生損保
保険の配分比率合計が５０％を越える
加入者

投資信託派 ： 国内債券投資信託、国内株式投資信
託、海外債券投資信託、海外株式投
資信託、ライフサイクル型ファンド・バ
ランス型投信の配分比率合計が５０％
を超える加入者

運用商品の構成比回答者の全体割合では、元本
確保派が４割、投資信託派が約半数で、投資信託
派が元本確保派を上回っている。
性別では、男性で年代が高くなるほど元本確保派
が多くなり５０代で約６割となり、逆に、投資信託派
は４０代未満で半数を超えて多くなっている。女性
では、全般に元本確保派の傾向が強くなっている。
拠出残高別では、際立った傾向はみられない。
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Ａ ： 定期預金

Ｑ４ 確定拠出年金における資産運用の現状

1133 10.6% 16.4% 18.1% 4.1% 11.5% 39.3%

２０代 115 20.0% 20.0% 12.2% 6.1% 7.0% 34.8%

３０代 313 12.5% 16.6% 16.3% 2.2% 10.2% 42.2%

４０代 311 9.6% 17.0% 14.8% 3.5% 8.4% 46.6%

５０代 171 5.3% 11.1% 22.2% 7.0% 21.6% 32.7%

２０代 64 4.7% 18.8% 28.1% 4.7% 18.8% 25.0%

３０代 79 8.9% 17.7% 21.5% 3.8% 6.3% 41.8%

４０代 60 15.0% 16.7% 30.0% 3.3% 8.3% 26.7%

５０代 20 0.0% 15.0% 15.0% 10.0% 25.0% 35.0%

335 12.2% 14.9% 16.7% 4.5% 9.0% 42.7%

185 12.4% 17.3% 16.8% 2.7% 7.0% 43.8%

258 12.4% 14.7% 17.1% 3.5% 7.4% 45.0%

59 5.1% 16.9% 11.9% 8.5% 13.6% 44.1%

36 5.6% 22.2% 22.2% 11.1% 8.3% 30.6%

447 2.5% 13.4% 30.0% 10.5% 29.1% 14.5%

542 18.6% 17.0% 0.6% 0.0% 0.0% 63.8%

144 5.6% 23.6% 47.2% 0.0% 0.0% 23.6%

50万円未満

100～300万円未満

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

100% 運用なし

拠出残高

1～２４％ ２５～４９％ ５０～７４％ ７５～９９％

50～100万円未満

300～500万円未満

500万円以上

運用なし, 39.3%

５０～７４％,
18.1%

２５～４９％,
16.4%

1～２４％,
10.6%

７５～９９％,
4.1%

100%, 11.5%

（ＳＡ）

当該項目の回答者で６割が運用し、運用商品
の中では最も高い運用率を示している。
運用商品構成比（配分比率）でも５０％以上の
構成比の回答者が全体で３分の１を占め、基幹
商品であることが理解できる。
性・年齢別では、男女共に５０代で運用比率が
高くなる傾向がある。
資産運用タイプ別では、元本確保派の約３割が
当該商品だけで運用しており、逆に、投資信託
派の６割以上は当該商品の運用はない。
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Ｂ ： 生損保保険

1133 12.4% 11.2% 8.6% 1.1% 1.9% 64.7%

２０代 115 12.2% 7.0% 7.8% 1.7% 0.0% 71.3%

３０代 313 14.4% 10.5% 6.7% 1.0% 1.3% 66.1%

４０代 311 13.2% 13.2% 9.6% 1.6% 1.9% 60.5%

５０代 171 6.4% 11.7% 11.1% 1.8% 4.7% 64.3%

２０代 64 9.4% 9.4% 9.4% 0.0% 0.0% 71.9%

３０代 79 16.5% 13.9% 7.6% 0.0% 0.0% 62.0%

４０代 60 13.3% 13.3% 10.0% 0.0% 3.3% 60.0%

５０代 20 10.0% 0.0% 5.0% 0.0% 10.0% 75.0%

335 9.9% 9.6% 8.1% 0.9% 0.6% 71.0%

185 17.8% 9.2% 7.6% 1.1% 1.6% 62.7%

258 12.0% 15.5% 10.9% 2.3% 2.7% 56.6%

59 13.6% 10.2% 10.2% 1.7% 3.4% 61.0%

36 11.1% 5.6% 5.6% 0.0% 2.8% 75.0%

447 9.6% 13.6% 15.2% 2.9% 4.9% 53.7%

542 15.1% 7.2% 0.2% 0.0% 0.0% 77.5%

144 10.4% 18.8% 20.1% 0.0% 0.0% 50.7%

７５～９９％ 100% 運用なし

全体

サンプル数 1～２４％ ２５～４９％ ５０～７４％

性・年齢

男性

女性

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

運用なし, 64.7%
５０～７４％,
8.6%

２５～４９％,
11.2%

1～２４％,
12.4%

７５～９９％,
1.1%

100%, 1.9%

（ＳＡ）

回答者の３分の１強が、当該商品を運用
している。運用商品構成比（配分比率）で
は、５０％未満が過半数を占め、定期預金
と比較すると当商品を主力商品におく加入
者は少なくなっている。
資産運用タイプ別では、投資信託派の運
用率が低くなっていることが目立っている。
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Ｃ ： 国内債券投資信託

1133 26.8% 6.9% 2.1% 0.3% 0.4% 63.5%

２０代 115 30.4% 8.7% 0.9% 0.9% 0.0% 59.1%

３０代 313 30.0% 6.4% 1.6% 0.0% 1.0% 61.0%

４０代 311 28.0% 6.4% 1.9% 0.0% 0.0% 63.7%

５０代 171 17.0% 9.9% 2.9% 0.6% 0.6% 69.0%

２０代 64 21.9% 6.3% 4.7% 0.0% 0.0% 67.2%

３０代 79 34.2% 5.1% 5.1% 1.3% 0.0% 54.4%

４０代 60 30.0% 3.3% 0.0% 0.0% 1.7% 65.0%

５０代 20 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 95.0%

335 28.7% 5.7% 2.1% 0.6% 0.6% 62.4%

185 34.1% 5.4% 2.7% 0.0% 0.5% 57.3%

258 27.1% 6.2% 1.6% 0.0% 0.0% 65.1%

59 28.8% 8.5% 1.7% 0.0% 0.0% 61.0%

36 22.2% 5.6% 2.8% 2.8% 0.0% 66.7%

447 22.1% 2.9% 0.2% 0.0% 0.0% 74.7%

542 29.5% 9.6% 2.6% 0.6% 0.9% 56.8%

144 31.3% 9.0% 6.3% 0.0% 0.0% 53.5%

７５～９９％ 100% 運用なし

全体

サンプル
数

1～２４％ ２５～４９％ ５０～７４％

性・年齢

男性

女性

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

運用なし, 63.5%
５０～７４％,
2.1%

２５～４９％,
6.9%

1～２４％,
26.8%

７５～９９％,
0.3%

100%, 0.4%

（ＳＡ）

回答者の３分の１強が、当該商品を運用し
ている。運用商品構成比（配分比率）では、
５０％未満が全体のほとんどを占め、商品
構成における位置づけでは、副次的なもの
となっている。
性・年齢別では、女性の５０代で運用率が
低くなっていることが目立っている。
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Ｄ ： 国内株式投資信託

1133 26.7% 15.9% 7.6% 1.5% 2.6% 45.7%

２０代 115 28.7% 27.8% 7.0% 2.6% 1.7% 32.2%

３０代 313 28.4% 19.5% 7.7% 0.6% 2.9% 40.9%

４０代 311 28.3% 14.5% 8.7% 2.3% 2.6% 43.7%

５０代 171 20.5% 9.9% 7.0% 0.6% 2.9% 59.1%

２０代 64 28.1% 6.3% 9.4% 0.0% 0.0% 56.3%

３０代 79 29.1% 12.7% 5.1% 0.0% 2.5% 50.6%

４０代 60 25.0% 13.3% 5.0% 6.7% 5.0% 45.0%

５０代 20 5.0% 15.0% 10.0% 0.0% 5.0% 65.0%

335 25.4% 18.8% 7.8% 1.2% 3.0% 43.9%

185 33.0% 16.2% 7.6% 3.2% 1.6% 38.4%

258 27.5% 18.2% 8.1% 1.6% 2.3% 42.2%

59 25.4% 11.9% 13.6% 0.0% 5.1% 44.1%

36 27.8% 16.7% 16.7% 2.8% 5.6% 30.6%

447 28.9% 3.4% 0.2% 0.0% 0.0% 67.6%

542 22.5% 26.9% 12.5% 3.1% 5.5% 29.3%

144 35.4% 13.2% 11.8% 0.0% 0.0% 39.6%

７５～９９％ 100% 運用なし

全体

サンプル
数

1～２４％ ２５～４９％ ５０～７４％

性・年齢

男性

女性

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

運用なし, 45.7%

５０～７４％,
7.6%

２５～４９％,
15.9%

1～２４％,
26.7%

７５～９９％,
1.5%

100%, 2.6%

（ＳＡ）

回答者の過半数で当該商品の運用があり、
運用率では、元本確保型商品／定期預金
に次いで比率が高くなっている。
運用商品構成比（配分比率）では、５０％未
満がほとんどとなっている。
層別での運用商品構成比（配分比率）では、
男性の２０代、拠出残高５００万円以上、資
産運用タイプの投資信託派で構成比が高く
なる傾向がうかがわれる。
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Ｅ ： 海外債券投資信託

1133 22.2% 5.5% 1.2% 0.1% 0.3% 70.7%

２０代 115 26.1% 9.6% 0.9% 0.0% 0.0% 63.5%

３０代 313 24.6% 6.1% 2.2% 0.0% 0.0% 67.1%

４０代 311 27.7% 6.4% 0.6% 0.0% 1.0% 64.3%

５０代 171 12.3% 2.9% 1.2% 0.6% 0.0% 83.0%

２０代 64 14.1% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 82.8%

３０代 79 22.8% 3.8% 1.3% 0.0% 0.0% 72.2%

４０代 60 18.3% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 80.0%

５０代 20 0.0% 5.0% 5.0% 0.0% 0.0% 90.0%

335 21.5% 6.9% 1.8% 0.0% 0.3% 69.6%

185 30.8% 5.4% 0.5% 0.0% 0.0% 63.2%

258 24.0% 5.8% 1.2% 0.0% 0.4% 68.6%

59 22.0% 6.8% 3.4% 0.0% 0.0% 67.8%

36 13.9% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 77.8%

447 13.4% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 86.4%

542 28.8% 10.0% 2.4% 0.2% 0.6% 58.1%

144 25.0% 4.9% 0.7% 0.0% 0.0% 69.4%

７５～９９％ 100% 運用なし

全体

サンプル
数

1～２４％ ２５～４９％ ５０～７４％

性・年齢

男性

女性

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

運用なし, 70.7%
５０～７４％,
1.2%

２５～４９％,
5.5%

1～２４％,
22.2%

７５～９９％,
0.1%

100%, 0.3%

（ＳＡ）

回答者の３割が、当該商品を運用して、
運用商品構成比（配分比率）では、２５％
未満でほとんどが占められている。
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Ｆ ： 海外株式投資信託

1133 25.0% 8.3% 2.6% 0.2% 0.7% 63.2%

２０代 115 31.3% 19.1% 1.7% 0.0% 0.0% 47.8%

３０代 313 27.8% 10.9% 3.8% 0.3% 1.6% 55.6%

４０代 311 28.0% 7.7% 4.2% 0.3% 1.0% 58.8%

５０代 171 15.2% 2.9% 1.2% 0.0% 0.0% 80.7%

２０代 64 20.3% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 78.1%

３０代 79 22.8% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 73.4%

４０代 60 21.7% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 70.0%

５０代 20 15.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 80.0%

335 27.5% 11.9% 2.1% 0.0% 1.5% 57.0%

185 30.8% 7.6% 5.4% 0.0% 0.0% 56.2%

258 26.0% 10.1% 2.7% 0.4% 0.4% 60.5%

59 23.7% 10.2% 1.7% 0.0% 0.0% 64.4%

36 19.4% 0.0% 0.0% 2.8% 0.0% 77.8%

447 16.8% 0.0% 0.2% 0.0% 0.0% 83.0%

542 30.1% 15.9% 5.0% 0.4% 1.5% 47.2%

144 31.3% 5.6% 1.4% 0.0% 0.0% 61.8%

７５～９９％ 100% 運用なし

全体

サンプル
数

1～２４％ ２５～４９％ ５０～７４％

性・年齢

男性

女性

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

運用なし, 63.2%

５０～７４％,
2.6%

２５～４９％,
8.3%

1～２４％,
25.0%

７５～９９％,
0.2%

100%, 0.7%

（ＳＡ）

回答者の３分の１強が当該商品を運用し、
運用商品構成比（配分比率）では、５０％
未満でほとんどが占められ、先の海外債
券投信と類似した傾向となっている。
性・年齢別では、男女共に５０代での運用
率が低くなっていることが目立っている。
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Ｇ ： バランス型投信

1133 14.7% 9.2% 7.6% 1.1% 3.2% 64.2%

２０代 115 14.8% 11.3% 4.3% 0.9% 3.5% 65.2%

３０代 313 13.7% 7.0% 8.9% 1.0% 2.9% 66.5%

４０代 311 17.4% 11.3% 9.3% 0.3% 3.9% 57.9%

５０代 171 15.2% 5.8% 4.7% 1.8% 1.8% 70.8%

２０代 64 9.4% 7.8% 7.8% 4.7% 3.1% 67.2%

３０代 79 15.2% 13.9% 8.9% 2.5% 6.3% 53.2%

４０代 60 13.3% 11.7% 6.7% 0.0% 0.0% 68.3%

５０代 20 5.0% 5.0% 0.0% 0.0% 5.0% 85.0%

335 14.0% 9.0% 6.9% 2.1% 3.6% 64.5%

185 14.1% 12.4% 10.3% 1.1% 4.3% 57.8%

258 19.8% 12.4% 8.9% 0.8% 2.7% 55.4%

59 16.9% 8.5% 6.8% 0.0% 5.1% 62.7%

36 13.9% 2.8% 8.3% 0.0% 0.0% 75.0%

447 14.3% 6.0% 0.2% 0.0% 0.0% 79.4%

542 13.7% 13.1% 10.9% 2.4% 6.6% 53.3%

144 20.1% 4.2% 18.1% 0.0% 0.0% 57.6%

７５～９９％ 100% 運用なし

全体

サンプル
数

1～２４％ ２５～４９％ ５０～７４％

性・年齢

男性

女性

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

運用なし, 64.2%

５０～７４％,
7.6%

２５～４９％,
9.2%

1～２４％,
14.7%

７５～９９％,
1.1%

100%, 3.2%

（ＳＡ）

回答者の３分の１強が当該商品を運用
し、商品構成比（配分比率）では、５０％
未満が過半数を占めている。
性・年齢別では、女性の５０代で運用率
が低くなる傾向がうかがわれる。
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Ｑ４SQ1 資産配分内容の決め方

1537 11.7% 1.6% 1.2% 31.0% 45.1% 2.9% 21.6%

２０代 159 15.7% 2.5% 1.9% 25.2% 27.7% 2.5% 32.7%

３０代 459 13.5% 1.5% 1.1% 34.0% 44.2% 3.1% 16.1%

４０代 393 12.2% 2.0% 1.3% 35.1% 47.8% 1.5% 18.1%

５０代 215 12.6% 0.9% 0.9% 27.4% 54.0% 2.8% 22.8%

２０代 101 5.0% 0.0% 1.0% 25.7% 41.6% 5.0% 32.7%

３０代 107 7.5% 0.9% 0.0% 29.9% 52.3% 4.7% 17.8%

４０代 78 6.4% 2.6% 2.6% 26.9% 41.0% 1.3% 37.2%

５０代 25 0.0% 4.0% 0.0% 20.0% 48.0% 12.0% 20.0%

398 12.3% 0.8% 0.8% 30.2% 39.7% 3.5% 24.4%

207 11.1% 1.9% 1.4% 41.5% 45.9% 3.4% 12.1%

274 13.9% 1.5% 1.1% 33.2% 44.9% 1.5% 23.0%

65 9.2% 0.0% 0.0% 46.2% 53.8% 0.0% 12.3%

42 19.0% 2.4% 0.0% 35.7% 50.0% 0.0% 4.8%

447 9.6% 0.9% 0.9% 22.6% 53.2% 1.8% 26.2%

542 15.3% 1.7% 0.9% 43.4% 37.8% 2.8% 15.1%

144 14.6% 0.0% 0.7% 38.2% 45.8% 2.1% 16.0%

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

全体

性・年齢

男性

女性

4．確定拠出年
金の資産の中
だけで決めた

5．確定拠出年
金の資産配分
はスタート時に
設定されたまま
で、その後、変
更はしていない

6．その他 無回答
サンプル
数

1．自分で運用
している資産の
配分割合を考慮
して決めた

2．自社の他の
企業年金との配
分割合を考慮し
て決めた

3．公的年金と
の配分割合を考
慮して決めた

11.7

1.6 1.2

31.0

45.1

2.9

21.6

0

10

20

30

40

50

（MＡ）

資産配分内容の決め方は、「確定拠出年金の資産配分はスタート時に限定されたままで、その後、変更はして
いない」が最も多く、次いで、「確定拠出年金の資産の中だけで決めた」が多くなっている。つまり、加入者自身
の他の資産保有状況に関係なく、確定拠出年金だけで決め、かつ決めると動かさない実態がよく理解できる。
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Ｑ５ 資産配分の変更有無 Ａ ： 毎月の掛け金の配分割合の変更について

1537 14.6% 69.0% 4.8% 11.6%

２０代 159 13.8% 64.2% 4.4% 17.6%

３０代 459 14.4% 67.8% 5.0% 12.9%

４０代 393 19.1% 70.2% 3.8% 6.9%

５０代 215 17.7% 66.5% 7.0% 8.8%

２０代 101 3.0% 68.3% 6.9% 21.8%

３０代 107 7.5% 79.4% 0.9% 12.1%

４０代 78 14.1% 67.9% 5.1% 12.8%

５０代 25 4.0% 84.0% 8.0% 4.0%

398 14.8% 67.8% 4.8% 12.6%

207 18.8% 70.5% 2.4% 8.2%

274 27.7% 65.7% 0.7% 5.8%

65 18.5% 76.9% 0.0% 4.6%

42 33.3% 59.5% 2.4% 4.8%

447 6.9% 81.4% 4.3% 7.4%

542 29.3% 61.1% 1.5% 8.1%

144 9.0% 78.5% 4.9% 7.6%

実施したこと
がある

実施したこと
がない

「掛け金配分
の変更」の意
味がよくわか
らない

無回答

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

14.6

69.0

4.8

11.6

0

10

20

30

40

50

60

70

（ＳＡ）

毎月の掛け金の配分割合の変更有無では、
実施者が１割台となって、ほとんどの加入者
が変更していない。
特に、女性の実施率が低くなる傾向にある。
また、逆に、実施率が高い層は、拠出残高
５００万円以上、資産運用タイプでの投資信
託派で比率が高くなっていることが目立って
いる。
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Ｂ ： 積立金の預け替えについて（スイッチング）Ｑ５ 資産配分の変更有無

1537 9.5% 61.0% 5.9% 23.6%

２０代 159 5.7% 58.5% 7.5% 28.3%

３０代 459 9.4% 59.5% 5.7% 25.5%

４０代 393 12.7% 63.4% 4.8% 19.1%

５０代 215 12.6% 57.2% 6.5% 23.7%

２０代 101 3.0% 58.4% 9.9% 28.7%

３０代 107 6.5% 70.1% 0.9% 22.4%

４０代 78 7.7% 64.1% 7.7% 20.5%

５０代 25 4.0% 64.0% 12.0% 20.0%

398 9.0% 62.8% 5.8% 22.4%

207 10.6% 67.6% 3.4% 18.4%

274 21.9% 59.1% 1.5% 17.5%

65 15.4% 66.2% 3.1% 15.4%

42 16.7% 47.6% 7.1% 28.6%

447 6.0% 68.2% 5.1% 20.6%

542 19.0% 59.4% 3.5% 18.1%

144 6.3% 69.4% 5.6% 18.8%

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

実施したこと
がある

実施したこと
がない

「積立金の預
け替え」の意
味がよくわか
らない

無回答

9.5

61.0

5.9

23.6

0

10

20

30

40

50

60

70

（ＳＡ）

積立金の預け替え（スイッチング）について
も、無回答の比率が高くなっているが、前記
の毎月の掛け金の配分割合の変更と同様で
さらに変更実施率が少なくなっている。
層別の変化でも全体的に同じ傾向となって
いる。
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Ｑ５SQ1 掛金の配分割合や積立金の資産配分の変更を行わない理由

1138 12.9% 22.1% 30.1% 13.6% 22.1% 20.0% 4.5% 2.6% 11.3% 19.6% 4.7% 13.4% 3.6%

２０代 111 11.7% 12.6% 26.1% 11.7% 20.7% 18.9% 5.4% 3.6% 8.1% 25.2% 4.5% 14.4% 4.5%

３０代 330 13.0% 21.2% 26.1% 9.1% 22.1% 22.4% 3.9% 2.1% 9.4% 22.1% 7.3% 14.2% 2.4%

４０代 300 12.7% 27.7% 31.0% 13.0% 21.7% 19.3% 4.0% 1.7% 12.7% 13.7% 2.0% 12.7% 4.0%

５０代 158 15.2% 32.3% 31.0% 28.5% 23.4% 15.2% 7.6% 5.7% 12.7% 19.6% 3.2% 7.0% 5.1%

２０代 69 8.7% 7.2% 39.1% 13.0% 34.8% 23.2% 2.9% 0.0% 13.0% 31.9% 13.0% 18.8% 1.4%

３０代 88 9.1% 13.6% 36.4% 4.5% 17.0% 19.3% 3.4% 2.3% 11.4% 21.6% 3.4% 17.0% 2.3%

４０代 60 21.7% 20.0% 35.0% 15.0% 16.7% 16.7% 1.7% 3.3% 18.3% 13.3% 3.3% 15.0% 6.7%

５０代 22 9.1% 18.2% 27.3% 27.3% 22.7% 36.4% 9.1% 4.5% 4.5% 4.5% 0.0% 13.6% 4.5%

287 14.3% 21.3% 32.1% 11.8% 21.3% 17.1% 3.1% 1.7% 12.2% 22.3% 4.9% 15.7% 2.8%

163 14.7% 31.9% 31.9% 10.4% 19.0% 15.3% 3.7% 1.8% 13.5% 15.3% 2.5% 11.7% 2.5%

196 15.3% 30.6% 31.1% 17.9% 17.3% 16.3% 2.6% 2.0% 16.8% 18.9% 3.6% 11.2% 2.6%

54 14.8% 25.9% 29.6% 9.3% 27.8% 13.0% 3.7% 3.7% 18.5% 13.0% 1.9% 9.3% 1.9%

28 28.6% 35.7% 21.4% 21.4% 10.7% 7.1% 0.0% 3.6% 7.1% 3.6% 0.0% 14.3% 10.7%

382 11.8% 24.9% 37.2% 25.4% 33.5% 17.8% 3.4% 2.1% 9.2% 23.6% 5.0% 10.5% 1.8%

374 15.2% 27.8% 26.7% 4.5% 12.6% 14.2% 3.7% 2.1% 17.1% 12.6% 2.7% 16.8% 4.0%

117 21.4% 18.8% 32.5% 12.0% 18.8% 23.9% 6.8% 4.3% 12.8% 15.4% 4.3% 9.4% 2.6%

サンプル
数

１．景気の好
転がみられ
ないため

２．変更はあ
まりしないと
決めている
ため

３．資産運用
に自信がも
てないため

４．リスクの
ある金融商
品は危ない
から

５．元本が変
動する金融
商品に馴染
みがないか
ら

６．資産配分
の変更方法
がわからな
いため

７．インター
ネットにアク
セスできない
ため

１２．その他 無回答

全体

性・年齢

男性

女性

８．携帯電話
からアクセス
できないため

９．自分のラ
イフプランが
変化していな
いため

１０．確定拠
出年金に興
味・関心がな
いため

１１．退職金
制度に興味・
関心がない
ため

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

12.9

22.1

30.1

13.6

22.1
20.0

4.5
2.6

11.3

19.6

4.7

13.4

3.6

0

10

20

30

40

（MＡ）

掛け金の配分割合や積立金の預け替えの変更を行わない理由としては、 ｢資産運用に自信がもてない」
「元本が変動する金融商品に馴染みがないから（よく知らない）」の心理的側面と、次いで、 「変更はあまり
しないと決めているため」 「資産配分の変更方法がわからないため」 「確定拠出年金に興味・関心がない

ため」等の運用技術以前の確定拠出年金への関連知識欠如の問題が影響していることがうかがわれる。
性・年齢別では、女性（特に、若年層）で心理的側面が強く影響し、 「確定拠出年金に興味・関心がない
ため」 では、男女共に若年層での比率が高くなっている。資産運用タイプ別では、元本確保派で資産運用
に対する心理的な抵抗感と興味・関心の欠如を浮き彫りとした結果となっている。
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Ｑ６ Ａ ： コールセンター（ＣＣ）サービスの利用状況

1537 3.8% 1.1% 81.8% 13.2%

２０代 159 1.3% 0.6% 82.4% 15.7%

３０代 459 4.4% 0.9% 81.5% 13.3%

４０代 393 5.3% 0.8% 81.9% 12.0%

５０代 215 4.2% 2.3% 76.7% 16.7%

２０代 101 0.0% 3.0% 88.1% 8.9%

３０代 107 2.8% 0.9% 84.1% 12.1%

４０代 78 2.6% 0.0% 82.1% 15.4%

５０代 25 8.0% 0.0% 92.0% 0.0%

398 3.3% 1.3% 82.4% 13.1%

207 5.8% 0.5% 82.1% 11.6%

274 6.6% 1.5% 79.9% 12.0%

65 6.2% 0.0% 73.8% 20.0%

42 4.8% 2.4% 83.3% 9.5%

447 2.9% 1.6% 86.8% 8.7%

542 7.2% 0.6% 78.6% 13.7%

144 1.4% 1.4% 87.5% 9.7%

利用したこと
がある

利用したくと
もできなかっ

た

利用したこと
がない

無回答

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性 利用経験者の利用回数（過去１年間）

（ＳＡ）

59 89.8% 3.4% 0.0% 6.8%

無回答
サンプル
数

1・2回 ３～10回程度 10回超

利用経験者の利用電話

59 84.7% 23.7% 25.4% 20.3%

無回答
サンプル
数

自宅の電話 会社の電話 携帯電話

無回答, 13.2%

利用したことがあ
る, 3.8%

利用したくともでき
なかった, 1.1%

利用したことがな
い, 81.8%

コールセンターの利用者は、３％台にとどまり、ほとんどの加入者が利用していない。
層別でも際立った傾向はなく、各層ともに利用は低率となっている。
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Ｑ６SQ3  Ａ ： コールセンター（ＣＣ）サービス非利用の理由 （利用したくとも利用できなかった理由、又は利用しなかった理由）

1275 1.4% 6.1% 12.9% 38.3% 4.2% 3.0% 0.8% 14.7%

２０代 132 1.5% 7.6% 9.1% 34.1% 6.8% 2.3% 0.8% 11.4%

３０代 378 1.6% 7.4% 11.6% 37.3% 2.1% 3.7% 0.3% 15.9%

４０代 325 1.2% 7.1% 12.9% 35.7% 4.0% 2.2% 1.5% 16.9%

５０代 170 3.5% 5.9% 12.4% 40.0% 2.4% 4.1% 1.2% 12.9%

２０代 92 0.0% 5.4% 8.7% 47.8% 8.7% 2.2% 0.0% 9.8%

３０代 91 0.0% 1.1% 19.8% 46.2% 3.3% 3.3% 0.0% 20.9%

４０代 64 0.0% 1.6% 21.9% 34.4% 9.4% 1.6% 1.6% 9.4%

５０代 23 0.0% 0.0% 21.7% 43.5% 8.7% 4.3% 0.0% 4.3%

全体

性・年齢

男性

女性

1．窓口にたど
りつくまで時間
がかかった(途
中でやめた）

２．電話番号を
忘れた

３．業務時間
内には利用で
きない

サンプル
数

 ６．夜間・休日
に利用ができ
なかった

　７.  自動音声
システムに抵
抗がある

　8.  その他

４．何をどのよ
うに質問して
よいかがわか
らない

５．知らない人
に電話をする
ことに抵抗が
ある

1.4

6.1

12.9

38.3

4.2 3.0
0.8

14.7

0

10

20

30

40

（ＭＡ）

コールセンターを利用しない理由としては、「何をどのように質問してよいかがわからない」が
最も多く、４割弱の割合で多くなっている。この理由には、資産運用への基本知識の欠如と
確定拠出年金への無関心さが背景にあることがうかがわれる。
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Ｑ６ Ｂ ： インターネット（Web）サービスの利用状況

1537 36.8% 2.0% 47.3% 14.0%

２０代 159 30.8% 0.6% 49.7% 18.9%

３０代 459 36.6% 1.5% 45.5% 16.3%

４０代 393 45.8% 1.8% 43.0% 9.4%

５０代 215 34.4% 2.3% 47.0% 16.3%

２０代 101 24.8% 2.0% 60.4% 12.9%

３０代 107 30.8% 5.6% 49.5% 14.0%

４０代 78 43.6% 1.3% 44.9% 10.3%

５０代 25 8.0% 4.0% 80.0% 8.0%

398 39.9% 1.3% 44.7% 14.1%

207 52.2% 2.4% 33.8% 11.6%

274 56.9% 1.5% 33.6% 8.0%

65 47.7% 0.0% 38.5% 13.8%

42 57.1% 2.4% 35.7% 4.8%

447 30.9% 3.4% 52.8% 13.0%

542 60.7% 1.7% 29.3% 8.3%

144 29.2% 1.4% 58.3% 11.1%

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

無回答

全体

性・年齢

男性

女性

サンプル
数

利用したこと
がある

利用したくとも
できなかった

利用したこと
がない

無回答, 14.0%

利用したことがあ
る, 36.8%

利用したくともでき
なかった, 2.0%

利用したことがな
い, 47.3%

（ＳＡ）

565 53.1% 31.7% 12.7% 2.5%

無回答
サンプル
数

1・2回 ３～10回程度 10回超

利用経験者の利用回数（過去１年間）

利用経験者の利用パソコン

565 60.5% 33.5% 0.4% 12.0%

無回答
サンプル
数

自宅のパソコン 会社のパソコン
左記以外の場所
のパソコン

インターネット（Ｗｅｂ）サービスは、３分の１強の加入者が、「利用したことがある」と回答している。
性・年齢別では、女性の５０代での利用経験率が著しく低くなっている。
資産運用タイプでは、投資信託派の利用経験率の高さが目立っている。
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Ｑ６SQ3  Ｂ ： インターネット（Web）サービス非利用の理由 （利用したくとも利用できなかった理由、又は利用しなかった理由）

（ＭＡ）

757 30.0% 1.1% 3.3% 1.3% 17.2% 11.4% 4.0% 16.0% 8.5% 14.5%

２０代 80 32.5% 1.3% 3.8% 3.8% 11.3% 16.3% 2.5% 6.3% 5.0% 15.0%

３０代 216 32.4% 1.4% 1.4% 1.4% 18.1% 11.6% 3.2% 19.0% 9.3% 15.3%

４０代 176 38.1% 0.6% 4.0% 1.1% 17.0% 7.4% 4.0% 16.5% 9.1% 13.6%

５０代 106 23.6% 0.9% 4.7% 1.9% 15.1% 11.3% 10.4% 17.0% 10.4% 11.3%

２０代 63 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 7.9% 7.9% 0.0% 9.5% 4.8% 15.9%

３０代 59 23.7% 3.4% 6.8% 0.0% 27.1% 15.3% 1.7% 16.9% 3.4% 22.0%

４０代 36 16.7% 0.0% 5.6% 0.0% 36.1% 19.4% 5.6% 25.0% 19.4% 8.3%

５０代 21 4.8% 0.0% 4.8% 0.0% 9.5% 9.5% 0.0% 14.3% 4.8% 14.3%

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

1．パスワードを
忘れた

２．パスワードの
入力に時間がか
かった

　３．希望画面に
たどり着くまで時
間がかかった
（途中でやめた

４．職場にパソコ
ンがない

9． ログインした
後の操作の仕方
がわ
からない

10．その他
5．業務時間内
には利用できな

い

6．自宅にパソコ
ンがない

7．パソコンの使
い方がわからな

い

8．欲しい情報が
どこにあるのか
画面の見方がわ
からない

30 .0

1 .1
3 .3

1 .3

17 .2

11 .4

4 .0

16 .0

8 .5

14 .5

0

10

20

30

40

インターネネット（Ｗｅｂ）サービスを利用しない理由としては、「パスワードを忘れた」が３割で最も
多くなっている。他では、画面の見方、操作方法、パソコンの未保有等の基本的なリテラシーの
欠如が浮き彫りとなっている。
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Ｑ７ 「残高のお知らせ」の評価

閲覧状況

（ＳＡ）

1537 16.1% 43.1% 24.2% 13.1% 3.4%

２０代 159 13.2% 39.0% 21.4% 20.8% 5.7%

３０代 459 16.3% 39.2% 29.6% 11.1% 3.7%

４０代 393 17.0% 46.3% 23.7% 10.7% 2.3%

５０代 215 21.9% 41.9% 20.5% 12.1% 3.7%

２０代 101 6.9% 41.6% 21.8% 24.8% 5.0%

３０代 107 9.3% 53.3% 23.4% 11.2% 2.8%

４０代 78 21.8% 51.3% 11.5% 12.8% 2.6%

５０代 25 12.0% 40.0% 36.0% 12.0% 0.0%

398 16.1% 48.7% 19.3% 11.3% 4.5%

207 23.7% 52.2% 20.3% 3.4% 0.5%

274 23.4% 52.9% 19.3% 3.6% 0.7%

65 20.0% 46.2% 21.5% 9.2% 3.1%

42 28.6% 52.4% 16.7% 0.0% 2.4%

447 12.8% 49.0% 23.3% 13.9% 1.1%

542 25.8% 50.0% 19.2% 4.1% 0.9%

144 15.3% 47.9% 21.5% 12.5% 2.8%

無回答
毎回よく目を
通している

だいたい目を
通している

ほとんど目を
通していない

目を通した覚
えがない

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

ほとんど目を通
していない,
24.2% だいたい目を

通している,
43.1%

毎回よく目を通
している, 16.1%

目を通した覚え
がない, 13.1%

無回答, 3.4%

「残高のお知らせ」閲覧状況をみると、
目を通している加入者は、全体の６割
となっている。
性・年齢別では、「毎回よく目を通して
いる」が男女共に若年層になるほど低
くなる傾向にある。また、「目を通した
覚えがない」では、男女共に２０代での
比率が高くなっていることが目立って
いる。
拠出残高および資産運用タイプでは、
それぞれ５００万円以上、投資信託派
で、「毎回よく目を通している」の比率
が高くなる傾向にある。
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Ｑ７ 「残高のお知らせ」の評価

内容理解

（ＳＡ）

1537 10.1% 36.0% 33.8% 13.7% 6.4%

２０代 159 10.7% 28.3% 27.7% 23.3% 10.1%

３０代 459 8.9% 35.3% 36.4% 13.7% 5.7%

４０代 393 13.5% 42.7% 29.8% 9.4% 4.6%

５０代 215 14.0% 37.2% 32.1% 9.8% 7.0%

２０代 101 1.0% 20.8% 38.6% 29.7% 9.9%

３０代 107 5.6% 29.0% 50.5% 10.3% 4.7%

４０代 78 7.7% 47.4% 25.6% 12.8% 6.4%

５０代 25 8.0% 36.0% 36.0% 8.0% 12.0%

398 11.1% 36.7% 34.9% 10.1% 7.3%

207 16.4% 43.0% 33.3% 6.3% 1.0%

274 16.1% 51.5% 27.0% 2.9% 2.6%

65 15.4% 47.7% 23.1% 4.6% 9.2%

42 11.9% 61.9% 23.8% 0.0% 2.4%

447 8.3% 35.8% 39.6% 11.2% 5.1%

542 17.5% 49.4% 25.3% 5.7% 2.0%

144 9.7% 39.6% 36.8% 9.7% 4.2%

無回答よくわかる
だいたいわか

る
あまりわから
ない

全くわからな
い

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

あまりわからな
い, 33.8%

だいたいわか
る, 36.0%

よくわかる,
10.1%

全くわからない,
13.7%

無回答, 6.4%

「残高のお知らせ」内容理解では、
「よくわかる」「だいたいわかる」と
した回答者が半数にも達していな
い。
性・年齢別では、「全く分からない」
が男女共に２０代で多くなっている。
運用タイプ別では、投資信託派で
「よくわかる」「だいたいわかる」とし
た回答者が７割弱で比率では高く
なる傾向にある。
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Ｑ７ 「残高のお知らせ」の評価

わかりにくい箇所

1283 18.2% 12.8% 14.7% 19.8% 16.4% 12.7% 56.0%

２０代 126 14.3% 11.9% 14.3% 18.3% 13.5% 9.5% 61.1%

３０代 392 19.4% 13.0% 16.6% 19.4% 19.4% 16.6% 54.6%

４０代 322 15.2% 12.7% 14.9% 19.3% 14.0% 10.6% 54.7%

５０代 170 25.9% 13.5% 12.4% 19.4% 15.3% 11.2% 50.0%

２０代 90 15.6% 12.2% 12.2% 18.9% 18.9% 14.4% 65.6%

３０代 96 19.8% 10.4% 16.7% 19.8% 15.6% 10.4% 59.4%

４０代 67 16.4% 14.9% 10.4% 26.9% 14.9% 11.9% 55.2%

５０代 20 10.0% 15.0% 10.0% 30.0% 25.0% 10.0% 65.0%

325 15.7% 8.3% 12.6% 18.5% 13.8% 9.5% 55.7%

171 17.0% 11.7% 15.2% 19.9% 19.3% 14.0% 48.5%

223 15.2% 12.6% 17.5% 21.1% 11.7% 7.2% 50.2%

49 14.3% 12.2% 8.2% 16.3% 12.2% 6.1% 55.1%

36 27.8% 22.2% 19.4% 22.2% 13.9% 13.9% 36.1%

387 21.4% 14.0% 13.4% 23.5% 18.1% 12.7% 49.6%

436 14.4% 10.1% 17.7% 18.1% 13.8% 10.3% 53.2%

124 21.0% 12.9% 14.5% 20.2% 19.4% 11.3% 50.8%

サンプル
数

１．年金残高
２．運用金額の

合計
３．手数料[合

計]

４．年金残高か
ら元本合計(掛
金合計）を差し
引いた運用益

５．年金資産評
価額の商品別

内訳

６．掛金｢定時
拠出｣の商品
別配分

無回答

全体

性・年齢

男性

女性

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

18.2
12.8 14.7

19.8
16.4

12.7

56.0

0

10

20

30

40

50

60

（MＡ）

「残高のお知らせ」内容理解で「よくわかる」と回答した以外の加入者にわかりにくい
箇所を指摘してもらうと上記の通りとなる。
無回答が多く、他項目でも１０％台で突出した項目もなく、満遍なく指摘されており、
全体的に加入者の反応が希薄で無関心であることを物語っている。
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Ｑ８ 今後知りたい情報内容

1537 37 .3% 29 .3% 26 .4% 29 .9% 13 .6% 28 .8% 18 .0% 23 .9% 17 .2% 16 .6%

２０代 159 36 .5% 28 .3% 29 .6% 25 .8% 17 .6% 23 .9% 18 .9% 20 .1% 25 .2% 15 .7%

３０代 459 37 .5% 30 .1% 19 .6% 29 .6% 16 .6% 24 .4% 17 .9% 25 .1% 20 .9% 15 .0%

４０代 393 35 .6% 25 .7% 24 .4% 27 .2% 13 .0% 29 .8% 19 .1% 27 .0% 11 .5% 17 .0%

５０代 215 38 .6% 31 .2% 25 .6% 20 .9% 9 .3% 26 .5% 14 .0% 19 .1% 6 .5% 15 .3%

２０代 101 47 .5% 41 .6% 47 .5% 39 .6% 12 .9% 40 .6% 22 .8% 29 .7% 26 .7% 19 .8%

３０代 107 34 .6% 25 .2% 30 .8% 43 .9% 9 .3% 31 .8% 18 .7% 26 .2% 21 .5% 18 .7%

４０代 78 35 .9% 29 .5% 35 .9% 44 .9% 9 .0% 38 .5% 16 .7% 19 .2% 19 .2% 23 .1%

５０代 25 32 .0% 28 .0% 36 .0% 32 .0% 16 .0% 56 .0% 12 .0% 0 .0% 16 .0% 12 .0%

398 33 .7% 26 .4% 29 .9% 29 .4% 13 .6% 23 .1% 20 .6% 27 .1% 22 .1% 16 .3%

207 33 .8% 23 .7% 23 .2% 34 .8% 11 .6% 29 .0% 16 .9% 24 .2% 16 .9% 15 .5%

274 27 .4% 18 .6% 22 .3% 32 .8% 14 .2% 22 .6% 21 .5% 23 .7% 14 .6% 17 .9%

65 41 .5% 21 .5% 29 .2% 27 .7% 9 .2% 24 .6% 18 .5% 29 .2% 7 .7% 15 .4%

42 42 .9% 11 .9% 31 .0% 28 .6% 9 .5% 26 .2% 11 .9% 21 .4% 4 .8% 23 .8%

447 42 .3% 33 .8% 25 .3% 29 .8% 12 .1% 35 .6% 18 .6% 24 .4% 15 .4% 17 .2%

542 29 .9% 19 .4% 25 .8% 34 .7% 13 .7% 20 .3% 21 .4% 25 .8% 20 .1% 16 .2%

144 34 .0% 22 .9% 28 .5% 26 .4% 16 .7% 27 .1% 14 .6% 27 .8% 15 .3% 22 .2%

９．経済の
基礎知識

１０．リスク
を軽減する
ための方法

５．商品の
売買の仕方

６．自分の
年金残高の
確認方法

７．投資に
役立つ情報
の集め方

８．ライフプ
ランの組み
立て方

１．自社の
退職給付制
度について
の詳しい説
明

２．確定拠
出年金制度
についての
詳しい説明

３．離職、転
職時にやら
なければい
けない手続
き

４．自分に
合う資産配
分 （ポート
フォリオ）の
作り方

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～ 100万円未満

100～ 300万円未満

300～ 500万円未満

500万円以上

サンプル
数

全体

性 ・年齢

男性

女性

26 .3% 17 .0% 23 .9% 28 .9% 27 .1% 24 .2% 10 .6% 15 .3% 26 .3% 2 .2% 5 .4%

29 .6% 17 .6% 23 .9% 23 .9% 22 .0% 20 .8% 10 .1% 15 .1% 18 .2% 1 .3% 4 .4%

27 .9% 17 .6% 23 .5% 29 .4% 25 .9% 20 .5% 10 .0% 17 .2% 25 .5% 2 .2% 5 .9%

21 .4% 19 .1% 25 .7% 29 .3% 26 .2% 22 .9% 13 .2% 15 .8% 24 .4% 2 .3% 4 .3%

20 .9% 10 .7% 15 .8% 26 .5% 31 .2% 32 .1% 7 .9% 9 .3% 25 .1% 3 .7% 7 .4%

38 .6% 18 .8% 25 .7% 26 .7% 31 .7% 27 .7% 5 .9% 22 .8% 36 .6% 5 .0% 5 .0%

29 .9% 16 .8% 27 .1% 36 .4% 27 .1% 22 .4% 10 .3% 12 .1% 34 .6% 0 .0% 5 .6%

26 .9% 19 .2% 32 .1% 33 .3% 34 .6% 28 .2% 16 .7% 15 .4% 30 .8% 0 .0% 5 .1%

32 .0% 12 .0% 24 .0% 28 .0% 20 .0% 48 .0% 8 .0% 8 .0% 40 .0% 0 .0% 4 .0%

30 .9% 17 .6% 25 .4% 30 .4% 28 .6% 23 .6% 10 .8% 21 .4% 30 .9% 1 .8% 4 .0%

27 .1% 17 .9% 24 .6% 34 .8% 30 .4% 22 .2% 11 .1% 13 .5% 25 .6% 2 .4% 0 .5%

24 .5% 19 .0% 29 .9% 31 .4% 24 .1% 21 .5% 12 .8% 15 .0% 25 .5% 2 .9% 4 .0%

18 .5% 12 .3% 24 .6% 32 .3% 21 .5% 33 .8% 13 .8% 15 .4% 29 .2% 1 .5% 1 .5%

11 .9% 14 .3% 16 .7% 28 .6% 35 .7% 35 .7% 11 .9% 7 .1% 31 .0% 0 .0% 9 .5%

25 .1% 15 .9% 20 .8% 28 .4% 29 .8% 24 .6% 9 .4% 14 .8% 30 .9% 2 .7% 2 .7%

27 .3% 19 .2% 30 .8% 34 .9% 28 .6% 25 .8% 14 .6% 20 .5% 28 .4% 1 .8% 3 .1%

29 .2% 18 .1% 25 .7% 27 .8% 21 .5% 14 .6% 11 .8% 15 .3% 23 .6% 0 .7% 2 .1%

無回答１７．投資選
考判断ポー
トフォリオ決
定のための
シミュレー
ション内容

１８．資産運
用シミュレー
ション内容

１９．老後の
必要額・不
足額の試算
シミュレー
ション内容

２０．その他１３．商品選
定の際の具
体的な投資
アドバイス

１４．資産配
分の見直し
のタイミング
と見直し内
容

１５．公的年
金制度の説
明

１６．企業年
金の受け取
り方法

１１．投資や
資産運用の
基礎知識

１２．主な金
融商品の種
類の説明と
リスク・リ
ターン

3 7 . 3

2 9 . 3
2 6 . 4

2 9 . 9

1 3 . 6

2 8 . 8

1 8 . 0

2 3 . 9

1 7 . 2 1 6 . 6

0

1 0

2 0

3 0

4 0

2 6 . 3

1 7 . 0

2 3 . 9

2 8 . 9 2 7 . 1
2 4 . 2

1 0 . 6
1 5 . 3

2 6 . 3

2 . 2
5 . 4

（MＡ）

「自社の退職給付制度についての
詳しい説明」という基本的な情報
内容が、４割弱で最も高くなって
いる。他項目でも、確定拠出年金
制度など制度そのものへの知識
不足を反映する結果となっている。
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Ｑ８SQ1 今後とくに知りたい内容 （１位）

1537 9.6% 6.8% 4.5% 7.3% 1.7% 3.5% 2.3% 5.2% 2.0% 1.6%

２０代 159 13.2% 5.7% 5.0% 6.3% 2.5% 3.8% 1.9% 5.7% 4.4% 1.3%

３０代 459 10.5% 7.6% 3.7% 7.4% 2.2% 3.7% 2.4% 4.6% 2.8% 2.0%

４０代 393 7.4% 4.8% 3.8% 5.9% 1.3% 3.6% 3.3% 7.6% 0.3% 1.3%

５０代 215 11.2% 8.8% 5.1% 3.7% 1.4% 2.3% 1.9% 3.3% 0.5% 0.5%

２０代 101 9.9% 10.9% 4.0% 12.9% 2.0% 2.0% 2.0% 6.9% 3.0% 2.0%

３０代 107 8.4% 6.5% 6.5% 13.1% 0.9% 0.9% 0.9% 5.6% 2.8% 2.8%

４０代 78 6.4% 3.8% 6.4% 11.5% 1.3% 6.4% 1.3% 0.0% 2.6% 3.8%

５０代 25 4.0% 8.0% 8.0% 4.0% 0.0% 16.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

398 10.3% 4.8% 4.3% 6.8% 1.8% 2.3% 2.3% 8.0% 2.8% 1.5%

207 8.2% 1.9% 5.8% 11.1% 1.0% 5.3% 3.4% 6.3% 2.4% 2.4%

274 5.1% 4.4% 2.9% 8.0% 2.2% 3.6% 3.3% 6.6% 0.4% 1.8%

65 6.2% 7.7% 4.6% 6.2% 0.0% 3.1% 6.2% 6.2% 1.5% 1.5%

42 7.1% 2.4% 7.1% 7.1% 2.4% 4.8% 2.4% 2.4% 0.0% 2.4%

447 12.1% 8.3% 2.7% 6.7% 0.7% 4.7% 1.6% 4.9% 1.6% 1.3%

542 5.7% 2.6% 4.4% 7.6% 2.2% 2.8% 3.7% 7.0% 1.8% 2.0%

144 7.6% 5.6% 9.7% 10.4% 3.5% 2.8% 2.1% 6.9% 0.7% 1.4%

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

全体

性・年齢

男性

女性

８．ライフプラ
ンの組み立て
方

９．経済の基
礎知識

１０．リスクを
軽減するため
の方法

４．自分に合う
資産配分
（ポートフォリ
オ）の作り方

５．商品の売
買の仕方

６．自分の年
金残高の確認
方法

７．投資に役
立つ情報の集
め方サンプル

数

１．自社の退
職給付制度に
ついての詳し
い説明

２．確定拠出
年金制度につ
いての詳しい
説明

３．離職、転職
時にやらなけ
ればいけない
手続き

4.9% 2.1% 5.9% 9.0% 3.2% 1.8% 1.2% 1.7% 9.7% 0.7% 15.4%

8.2% 0.6% 6.9% 7.5% 3.8% 0.0% 3.1% 0.6% 7.5% 0.0% 11.9%

5.4% 1.3% 6.1% 9.2% 2.2% 1.5% 0.7% 2.0% 8.9% 0.4% 15.5%

3.1% 4.1% 7.1% 10.2% 5.1% 1.5% 1.3% 2.3% 10.4% 1.0% 14.8%

3.3% 1.4% 6.0% 7.0% 3.7% 3.7% 0.0% 1.4% 10.7% 1.4% 22.8%

6.9% 2.0% 5.0% 5.9% 0.0% 2.0% 1.0% 2.0% 6.9% 1.0% 11.9%

9.3% 0.9% 1.9% 9.3% 2.8% 0.9% 1.9% 0.0% 15.0% 0.0% 9.3%

2.6% 5.1% 2.6% 12.8% 1.3% 1.3% 2.6% 2.6% 9.0% 0.0% 16.7%

0.0% 0.0% 4.0% 12.0% 4.0% 8.0% 4.0% 0.0% 8.0% 0.0% 20.0%

8.5% 1.8% 6.0% 8.8% 3.8% 0.8% 1.0% 1.8% 11.3% 0.3% 11.3%

4.3% 1.4% 8.2% 12.6% 3.9% 1.9% 1.4% 2.4% 8.7% 0.5% 6.8%

3.6% 3.3% 7.7% 13.9% 3.6% 2.6% 1.5% 1.8% 8.8% 1.5% 13.5%

3.1% 1.5% 7.7% 12.3% 4.6% 1.5% 3.1% 4.6% 7.7% 0.0% 10.8%

0.0% 2.4% 7.1% 7.1% 7.1% 9.5% 0.0% 0.0% 11.9% 0.0% 16.7%

5.6% 2.0% 3.8% 9.6% 4.0% 2.0% 0.9% 1.8% 13.0% 0.4% 12.3%

5.2% 2.8% 9.0% 12.9% 3.5% 1.5% 2.0% 2.2% 9.4% 0.9% 10.7%

6.3% 4.2% 6.9% 6.9% 1.4% 0.7% 1.4% 1.4% 6.9% 0.0% 13.2%

２０．その他 無回答１６．企業年金
の受け取り方
法

１７．投資選考
判断ポート
フォリオ決定
のためのシ
ミュレーション
内容

１８．資産運用
シミュレーショ
ン内容

１９．老後の必
要額・不足額
の試算シミュ
レーション内
容

１２．主な金融
商品の種類の
説明とリスク・
リターン

１３．商品選定
の際の具体的
な投資アドバ
イス

１４．資産配分
の見直しのタ
イミングと見
直し内容

１５．公的年金
制度の説明

１１．投資や資
産運用の基礎
知識

9 . 6

6 . 8
4 . 5

7 . 3

1 . 7
3 . 5

2 . 3

5 . 2

2 . 0 1 . 6

0

1 0

2 0

4 . 9

2 . 1

5 . 9

9 . 0

3 . 2
1 . 8 1 . 2 1 . 7

9 . 7

0 . 7

1 5 . 4

（ＳＡ）

今後とくに説明を受けたいもの（１位）
では、 「老後の必要額・不足額の試

算シミュレーション内容」が最も多く
なって、具体的な自覚・理解の促進
手法（サポート）としての要望が高い
ことをうかがわせている。
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Ｑ９ 望まれる情報入手の方法

5.8% 5.5% 10.9% 7.1% 1.6% 1.4% 5.6%

8.2% 4.4% 8.2% 5.0% 1.9% 3.1% 5.0%

7.2% 5.9% 10.0% 6.3% 1.5% 1.3% 5.2%

3.8% 6.6% 10.7% 8.1% 1.5% 0.8% 5.1%

2.3% 5.6% 10.2% 5.6% 1.9% 1.9% 6.0%

7.9% 4.0% 14.9% 7.9% 1.0% 1.0% 5.9%

6.5% 3.7% 14.0% 9.3% 0.9% 1.9% 7.5%

10.3% 3.8% 16.7% 10.3% 2.6% 0.0% 3.8%

0.0% 8.0% 8.0% 8.0% 0.0% 0.0% 16.0%

8.8% 5.3% 12.6% 8.8% 1.8% 0.5% 4.3%

4.3% 6.8% 12.6% 6.3% 0.5% 1.9% 1.4%

5.1% 5.5% 15.3% 10.2% 1.8% 1.5% 2.6%

1.5% 7.7% 9.2% 7.7% 1.5% 1.5% 6.2%

2.4% 2.4% 4.8% 2.4% 0.0% 0.0% 7.1%

4.7% 5.4% 8.5% 7.4% 1.1% 0.9% 3.6%

6.1% 5.4% 14.9% 7.9% 1.8% 2.0% 2.4%

8.3% 8.3% 9.0% 8.3% 2.1% 0.7% 4.2%

無回答17．希望しない
13．携帯電話を利
用した情報提供

18．その他
14．社内セミナー
等のストリーミン
グ配信

15．FPなどの専
門家と対面/テレ
ビ電話などで顔
が見える形での
相談

16．FPなどの専
門家と電話/メー
ルなどで相談

4 5 . 5

2 2 . 6 2 3 . 9

4 . 8

4 0 . 2

1 1 . 4

2 8 . 8

1 6 . 6

9 . 5
2 . 8

2 8 . 3

1 7 . 2

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

5 .8 5 .5
1 0 .9

7 .1
1 . 6 1 . 4

5 . 6

（MＡ）

1537 45.5% 22.6% 23.9% 4.8% 40.2% 11.4% 28.8% 16.6% 9.5% 2.8% 28.3% 17.2%

２０代 159 51.6% 25.2% 23.3% 2.5% 47.8% 6.3% 25.2% 15.1% 8.8% 3.1% 25.2% 15.7%

３０代 459 47.1% 24.8% 22.4% 4.6% 37.0% 12.2% 24.2% 13.7% 11.3% 3.5% 25.3% 14.6%

４０代 393 41.0% 27.0% 26.2% 5.1% 44.3% 7.6% 30.0% 18.1% 12.0% 2.0% 27.7% 16.8%

５０代 215 38.1% 16.7% 19.1% 5.1% 33.0% 16.7% 34.9% 15.8% 9.3% 2.3% 28.8% 14.9%

２０代 101 58.4% 10.9% 27.7% 5.0% 42.6% 11.9% 31.7% 28.7% 4.0% 5.0% 45.5% 26.7%

３０代 107 51.4% 18.7% 25.2% 7.5% 43.0% 17.8% 21.5% 9.3% 3.7% 0.9% 29.0% 22.4%

４０代 78 44.9% 19.2% 29.5% 3.8% 43.6% 10.3% 38.5% 24.4% 5.1% 3.8% 28.2% 24.4%

５０代 25 36.0% 24.0% 20.0% 8.0% 16.0% 16.0% 56.0% 20.0% 4.0% 0.0% 36.0% 16.0%

398 54.0% 23.9% 23.1% 4.3% 43.0% 13.1% 26.4% 15.6% 6.3% 3.0% 30.2% 18.8%

207 50.2% 23.2% 26.1% 5.3% 48.3% 13.5% 31.9% 18.8% 8.7% 3.4% 23.7% 18.8%

274 42.7% 20.8% 28.5% 4.0% 43.1% 10.6% 31.4% 18.6% 10.2% 1.1% 26.6% 20.1%

65 33.8% 24.6% 30.8% 3.1% 46.2% 9.2% 30.8% 16.9% 6.2% 0.0% 32.3% 20.0%

42 19.0% 45.2% 28.6% 4.8% 47.6% 7.1% 31.0% 16.7% 7.1% 0.0% 21.4% 16.7%

447 44.3% 20.8% 22.8% 3.6% 35.6% 12.8% 34.0% 19.5% 11.0% 2.5% 35.6% 15.9%

542 47.0% 25.8% 25.5% 4.4% 49.6% 10.0% 27.5% 17.3% 7.2% 2.4% 25.8% 21.2%

144 52.1% 18.8% 27.1% 7.6% 45.8% 12.5% 29.2% 16.0% 6.3% 2.1% 20.1% 15.3%

１2．トピックな
話題を掲載し
た資料の配布

７．定期的な
「確定拠出年
金｣通信（社内
報）

８．金融商品ガ
イドブックのよ
うな冊子(定期
的に改訂）

１０．ＣＤ-ＲＯ
Ｍ

１1．確定拠出
年金ハンドブッ
ク（ポケットブッ
ク）

９．ＶＴＲ・ＤＶＤ
５．ホームペー

ジ
６．社内の各
種相談窓口

１．社内セミ
ナー、  講習会
（勤務時間内）

２．社内セミ
ナー、講習会
（勤務時間外）

３．イントラネッ
ト（「掲示板」の
開設）

４．コールセン
ター

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

前記情報を入手するに際して、どのような方法
で収集したいかの回答としては、「社内セミナー、
講習会(勤務時間内）」「ホームページ」が４割台
で多くなっている。
特に、 「社内セミナー、講習会(勤務時間内）」で
は、若年層、女性ほど勤務時間内セミナーを求
めている。また、拠出残高では、残額が少ない
加入者ほど勤務時間内セミナーを求めている。
つまり、初心者ほど集合教育を求めていること
が理解できる。
また、女性５０代では、「ホームページ」の要望は
比較的低く、「定期的な「確定拠出年金」通信（社
内報）」での比率が高くなる傾向にある。
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Ｑ９SQ1 利用しやすい情報入手の方法 （１位）

1537 24.7% 6.3% 9.2% 0.9% 19.1% 2.5% 7.5% 2.8% 3.5% 0.5% 5.1% 1.8%

２０代 159 28.9% 4.4% 6.3% 0.0% 26.4% 1.9% 5.0% 2.5% 3.1% 0.0% 5.7% 1.9%

３０代 459 26.1% 6.8% 9.2% 1.1% 18.3% 2.0% 6.8% 2.2% 3.7% 0.9% 4.8% 1.7%

４０代 393 20.1% 7.1% 10.2% 1.0% 21.4% 1.0% 8.7% 3.1% 4.8% 0.5% 4.8% 1.8%

５０代 215 19.1% 7.4% 10.7% 0.5% 16.7% 4.7% 9.8% 3.7% 4.7% 0.5% 3.7% 0.0%

２０代 101 28.7% 3.0% 5.9% 1.0% 17.8% 5.0% 6.9% 4.0% 2.0% 0.0% 9.9% 3.0%

３０代 107 36.4% 4.7% 5.6% 0.9% 15.9% 3.7% 4.7% 0.0% 0.0% 0.0% 6.5% 5.6%

４０代 78 25.6% 7.7% 14.1% 2.6% 12.8% 2.6% 7.7% 5.1% 1.3% 0.0% 1.3% 1.3%

５０代 25 20.0% 4.0% 12.0% 0.0% 8.0% 4.0% 16.0% 4.0% 0.0% 0.0% 8.0% 0.0%

398 32.2% 5.8% 6.5% 0.5% 20.1% 3.5% 6.3% 2.0% 1.8% 0.3% 4.3% 2.3%

207 27.1% 6.8% 11.1% 0.5% 24.2% 2.4% 7.2% 3.4% 1.9% 0.0% 2.9% 3.4%

274 19.0% 5.5% 14.2% 1.1% 18.6% 1.5% 8.8% 3.6% 4.0% 0.4% 5.1% 1.8%

65 10.8% 7.7% 9.2% 1.5% 27.7% 4.6% 9.2% 6.2% 1.5% 0.0% 4.6% 1.5%

42 7.1% 14.3% 19.0% 0.0% 31.0% 2.4% 2.4% 2.4% 4.8% 0.0% 4.8% 0.0%

447 23.7% 5.8% 10.3% 0.9% 15.4% 3.4% 9.6% 2.9% 4.9% 0.2% 6.9% 2.2%

542 25.3% 6.1% 10.3% 0.4% 25.1% 1.1% 5.7% 3.3% 2.4% 0.4% 4.1% 2.4%

144 27.8% 4.2% 6.3% 0.7% 22.9% 4.2% 9.7% 2.1% 2.1% 0.0% 4.2% 0.7%

サンプル
数

１．社内セミ
ナー、講習会
（勤務時間内）

２．社内セミ
ナー、講習会
（勤務時間外）

３．イントラ
ネット（「掲示
板」の開設）

４．コールセン
ター

５．ホーム
ページ

６．社内の各
種相談窓口

７．定期的な
「確定拠出年
金｣通信（社内
報）

８．金融商品
ガイドブックの
ような冊子(定
期的に改訂）

９．ＶＴＲ・ＤＶ
Ｄ

１０．ＣＤ-ＲＯ
Ｍ

１1．確定拠出
年金ハンド
ブック（ポケッ
トブック）

１2．トピックな
話題を掲載し
た資料の配布

全体

性・年齢

男性

女性

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

1.8% 0.5% 3.3% 1.5% 0.2% 0.7% 8.2%

3.8% 0.0% 0.6% 1.3% 1.3% 1.9% 5.0%

2.4% 1.1% 3.5% 1.3% 0.0% 0.4% 7.8%

0.3% 0.3% 4.1% 1.8% 0.0% 0.5% 8.7%

1.4% 0.5% 2.8% 0.9% 0.5% 0.9% 11.6%

3.0% 0.0% 4.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.9%

2.8% 0.0% 2.8% 2.8% 0.0% 0.9% 6.5%

1.3% 0.0% 5.1% 3.8% 0.0% 0.0% 7.7%

0.0% 4.0% 4.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.0%

2.8% 0.5% 3.0% 1.8% 0.3% 0.3% 6.0%

1.4% 0.5% 1.9% 2.9% 0.0% 1.0% 1.4%

1.1% 0.4% 5.1% 1.8% 0.0% 0.7% 7.3%

0.0% 3.1% 4.6% 1.5% 0.0% 1.5% 4.6%

0.0% 0.0% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 9.5%

1.6% 0.2% 2.7% 1.8% 0.2% 0.0% 7.2%

1.7% 0.7% 3.9% 1.8% 0.0% 1.1% 4.2%

3.5% 0.7% 2.1% 1.4% 0.7% 0.7% 6.3%

13．携帯電話を
利用した情報提

供

14．社内セミナー
等のストリーミン
グ配信

15．FPなどの専
門家と対面/テレ
ビ電話などで顔
が見える形での
相談

16．FPなどの専
門家と電話/メー
ルなどで相談

17．希望しない 18．その他 無回答

2 4 .7

6 .3
9 .2

0 .9

1 9 .1

2 .5

7 .5
2 .8 3 .5

0 .5
5 .1

1 .8

0

1 0

2 0

3 0

1 . 8 0 . 5
3 . 3 1 . 5 0 . 2 0 . 7

8 . 2

（ＳＡ）

最も利用しやすい情報入手の方法(１位）は、
前記の複数回答（ＭＡ）の比率を反映し、同様
の結果となっている。
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Ｑ９SQ1 利用しやすい情報入手の方法 (２位まで）

3.9% 2.1% 6.4% 3.7% 0.4% 0.9% 8.2%

5.7% 1.3% 2.5% 1.9% 1.3% 2.5% 5.0%

4.6% 3.1% 7.0% 3.1% 0.2% 0.9% 7.8%

2.0% 2.0% 6.1% 5.3% 0.3% 0.5% 8.7%

1.9% 1.9% 7.0% 1.9% 0.5% 0.9% 11.6%

6.9% 2.0% 6.9% 3.0% 0.0% 0.0% 5.9%

6.5% 0.9% 7.5% 5.6% 0.9% 1.9% 6.5%

5.1% 1.3% 9.0% 6.4% 0.0% 0.0% 7.7%

0.0% 4.0% 8.0% 4.0% 0.0% 0.0% 16.0%

5.8% 1.3% 6.0% 4.0% 0.3% 0.5% 6.0%

2.9% 2.9% 6.8% 3.9% 0.5% 1.4% 1.4%

2.9% 2.6% 9.5% 5.5% 0.0% 1.1% 7.3%

1.5% 4.6% 7.7% 4.6% 0.0% 1.5% 4.6%

2.4% 0.0% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 9.5%

3.8% 2.0% 4.5% 4.7% 0.2% 0.4% 7.2%

3.5% 2.4% 8.1% 3.9% 0.0% 1.5% 4.2%

5.6% 2.8% 4.9% 4.2% 1.4% 0.7% 6.3%

16．FPなどの専門
家と電話/メール
などで相談

17．希望しない 18．その他 無回答
13．携帯電話を利
用した情報提供

14．社内セミナー
等のストリーミング

配信

15．FPなどの専門
家と対面/テレビ
電話などで顔が見
える形での相談

3 4 .0

1 4 .8 1 6 .0

2 .2

3 1 .4

6 .0

1 7 .1

7 .2 6 .7
1 .2

1 5 .7

7 .2

0

1 0

2 0

3 0

4 0

3 .9 2 .1
6 .4

3 .7
0 .4 0 .9

8 .2

（２ＬＡ）

1537 34.0% 14.8% 16.0% 2.2% 31.4% 6.0% 17.1% 7.2% 6.7% 1.2% 15.7% 7.2%

２０代 159 39.6% 14.5% 12.6% 1.9% 40.9% 2.5% 17.6% 7.5% 6.3% 1.3% 13.8% 9.4%

３０代 459 35.1% 17.9% 15.7% 2.6% 29.6% 6.5% 15.3% 5.4% 7.4% 1.7% 13.9% 7.0%

４０代 393 29.5% 16.3% 18.1% 2.3% 34.4% 3.8% 18.1% 7.6% 8.9% 0.8% 15.3% 4.8%

５０代 215 27.9% 12.6% 16.3% 0.9% 25.6% 10.2% 20.5% 8.4% 7.9% 1.9% 16.7% 4.7%

２０代 101 38.6% 6.9% 11.9% 1.0% 31.7% 7.9% 13.9% 9.9% 3.0% 2.0% 29.7% 10.9%

３０代 107 45.8% 11.2% 15.9% 3.7% 29.0% 6.5% 12.1% 3.7% 0.9% 0.0% 15.9% 14.0%

４０代 78 35.9% 11.5% 19.2% 2.6% 32.1% 5.1% 20.5% 10.3% 2.6% 0.0% 9.0% 10.3%

５０代 25 28.0% 12.0% 16.0% 4.0% 12.0% 8.0% 28.0% 12.0% 4.0% 0.0% 24.0% 4.0%

398 42.5% 14.8% 14.8% 2.0% 32.7% 7.3% 15.6% 5.5% 4.0% 1.0% 14.3% 9.8%

207 38.2% 16.4% 17.9% 1.9% 38.2% 8.2% 16.9% 6.8% 3.9% 1.0% 14.0% 10.1%

274 29.9% 12.0% 21.2% 1.8% 33.6% 4.0% 17.9% 9.1% 7.3% 0.7% 12.0% 6.2%

65 21.5% 15.4% 15.4% 1.5% 40.0% 6.2% 18.5% 10.8% 4.6% 0.0% 24.6% 9.2%

42 14.3% 35.7% 23.8% 2.4% 35.7% 7.1% 16.7% 14.3% 7.1% 0.0% 11.9% 4.8%

447 33.1% 13.4% 16.1% 2.2% 27.3% 7.8% 21.9% 7.6% 7.4% 0.9% 20.6% 6.0%

542 35.2% 16.1% 17.7% 1.5% 40.4% 3.3% 13.7% 8.5% 4.8% 1.3% 12.5% 10.0%

144 37.5% 12.5% 15.3% 3.5% 30.6% 9.0% 21.5% 5.6% 4.2% 0.0% 13.9% 6.9%

サンプル
数

１．社内セミ
ナー、講習会
（勤務時間内）

２．社内セミ
ナー、講習会
（勤務時間外）

３．イントラ
ネット（「掲示
板」の開設）

４．コールセン
ター

５．ホーム
ページ

６．社内の各
種相談窓口

７．定期的な
「確定拠出年
金｣通信（社内
報）

８．金融商品
ガイドブックの
ような冊子(定
期的に改訂）

９．ＶＴＲ・ＤＶ
Ｄ

１０．ＣＤ-ＲＯ
Ｍ

１1．確定拠出
年金ハンド
ブック（ポケッ
トブック）

１2．トピックな
話題を掲載し
た資料の配布

全体

性・年齢

男性

女性

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

最も利用しやすい情報入手の方法（２位まで）は、
前記の単一回答（ＳＡ）の比率と同様の結果となっ
ている。
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（ＳＡ）

Ｑ10 社内セミナー、講習会（継続教育)等の実施有無

1537 67.3% 7.7% 20.2% 0.5% 4.3%

２０代 159 62.3% 9.4% 24.5% 0.0% 3.8%

３０代 459 62.1% 8.1% 23.3% 0.9% 5.7%

４０代 393 71.2% 7.1% 18.3% 0.3% 3.1%

５０代 215 67.9% 10.2% 17.7% 0.9% 3.3%

２０代 101 66.3% 5.0% 23.8% 0.0% 5.0%

３０代 107 74.8% 2.8% 15.9% 0.9% 5.6%

４０代 78 76.9% 7.7% 10.3% 0.0% 5.1%

５０代 25 68.0% 12.0% 20.0% 0.0% 0.0%

398 73.1% 6.5% 15.3% 0.5% 4.5%

207 76.8% 4.8% 13.5% 0.5% 4.3%

274 76.3% 7.3% 14.6% 0.0% 1.8%

65 73.8% 6.2% 18.5% 0.0% 1.5%

42 83.3% 7.1% 7.1% 0.0% 2.4%

447 68.2% 8.5% 18.8% 0.7% 3.8%

542 83.0% 3.7% 10.3% 0.2% 2.8%

144 68.1% 9.7% 16.7% 2.1% 3.5%

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

無回答
実施されてい

る
実施されてい
ない

わからない その他

無回答, 4.3%

その他, 0.5%

実施されている,
67.3%

実施されていな
い, 7.7%

わからない, 20.2%

社内セミナー、講習会（継続教育）等の
実施有無では、３分の１強の加入者が、
「実施されている」と回答している。また、
自社で継続教育を実施しているか、否か
を知らない加入者が２割存在することは
今後の課題である。特に、性・年齢別で
男女共に若年層での「わからない」の回
答が多くなる傾向にある。
拠出残高では、５００万円以上、および
資産運用タイプでは、投資信託派で「実
施されている」の認識が高くなる傾向に
ある。
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（ＳＡ）

Ｑ10 SQ1 社内セミナー、講習会（継続教育）の満足度

1034 1.5% 22.0% 37.9% 12.7% 7.5% 1.8% 16.5%

２０代 99 3.0% 22.2% 36.4% 7.1% 2.0% 3.0% 26.3%

３０代 285 0.7% 21.4% 39.3% 10.2% 7.7% 2.5% 18.2%

４０代 280 1.4% 22.9% 38.2% 15.7% 9.3% 1.1% 11.4%

５０代 146 2.7% 19.2% 34.9% 16.4% 6.2% 2.7% 17.8%

２０代 67 0.0% 20.9% 49.3% 3.0% 9.0% 1.5% 16.4%

３０代 80 2.5% 22.5% 38.8% 16.3% 7.5% 0.0% 12.5%

４０代 60 1.7% 25.0% 30.0% 16.7% 6.7% 1.7% 18.3%

５０代 17 0.0% 29.4% 23.5% 11.8% 17.6% 0.0% 17.6%

291 2.4% 25.8% 38.5% 6.2% 6.9% 2.1% 18.2%

159 0.0% 27.0% 27.7% 15.1% 5.7% 0.0% 24.5%

209 2.9% 23.9% 32.5% 17.7% 8.6% 1.4% 12.9%

48 0.0% 14.6% 45.8% 14.6% 10.4% 2.1% 12.5%

35 2.9% 20.0% 40.0% 11.4% 2.9% 2.9% 20.0%

305 1.0% 21.6% 38.4% 11.8% 8.9% 2.3% 16.1%

450 2.2% 25.3% 34.7% 12.2% 7.8% 0.9% 16.9%

98 3.1% 22.4% 42.9% 14.3% 3.1% 0.0% 14.3%

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

満足していな
い

この２年以内
に実施されて
いない

無回答
非常に満足し
ている

満足している
どちらでもな

い
あまり満足し
ていない

無回答, 16.5%

この２年以内に
実施されていな
い, 1.8%

どちらでもない,
37.9%

満足している,
22.0%

非常に満足し
ている, 1.5%

あまり満足して
いない, 12.7%

満足していな
い, 7.5%

社内セミナー、講習会（継続教育）
等の満足度では、満足している（
「非常に満足している」＋「満足し
ている」）との回答が４分の１弱と
なっている。
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（ＳＡ）

Ｑ10 SQ2 社内セミナー、講習会（継続教育）の満足理由 （「非常に満足している」「満足している」の回答者）

243 58.0% 13.6% 6.2% 5.8% 6.2% 7.0% 2.1% 1.2%

２０代 25 44.0% 32.0% 8.0% 0.0% 8.0% 8.0% 0.0% 0.0%

３０代 63 61.9% 12.7% 4.8% 1.6% 7.9% 6.3% 1.6% 3.2%

４０代 68 51.5% 14.7% 4.4% 11.8% 4.4% 10.3% 1.5% 1.5%

５０代 32 56.3% 6.3% 15.6% 9.4% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0%

２０代 14 64.3% 7.1% 0.0% 7.1% 0.0% 21.4% 0.0% 0.0%

３０代 20 75.0% 10.0% 5.0% 0.0% 0.0% 5.0% 5.0% 0.0%

４０代 16 62.5% 12.5% 6.3% 6.3% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0%

５０代 5 80.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0%

82 58.5% 17.1% 9.8% 0.0% 4.9% 9.8% 0.0% 0.0%

43 60.5% 14.0% 9.3% 4.7% 4.7% 2.3% 4.7% 0.0%

56 53.6% 10.7% 1.8% 12.5% 8.9% 8.9% 0.0% 3.6%

7 71.4% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0%

8 62.5% 25.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

69 53.6% 13.0% 8.7% 7.2% 7.2% 7.2% 1.4% 1.4%

124 56.5% 16.9% 5.6% 3.2% 6.5% 7.3% 3.2% 0.8%

25 72.0% 4.0% 0.0% 8.0% 4.0% 8.0% 0.0% 4.0%

5．担当者の対
応がよい

6．仕事に支障
がないように
時間等を配慮
してくれる

7．その他 無回答
1．講師の説明
がわかりやす

い

2．配布される
資料がわかり
やすい

3．疑問点につ
いて答えてく
れる

4．教わった内
容が運用に役
立っている

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

5 8 .0

1 3 .6

6 .2 5 .8 6 .2 7 .0
2 .1 1 .2

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

社内セミナー、講習会（継続教育）の満足理由では、｢講師の説明がわかりやすい」
が、過半数で圧倒的となっている。層別の傾向でも同様の結果で、際立った変化は
認められない。
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Ｑ10 SQ3 社内セミナー、講習会（継続教育）の不満足理由 （「あまり満足していない」「満足していない」の回答者）

（ＳＡ）

209 14.4% 15.3% 1.4% 28.7% 0.5% 17.2% 19.1% 3.3%

２０代 9 11.1% 11.1% 0.0% 22.2% 0.0% 33.3% 22.2% 0.0%

３０代 51 19.6% 21.6% 0.0% 25.5% 2.0% 15.7% 15.7% 0.0%

４０代 70 10.0% 17.1% 2.9% 34.3% 0.0% 18.6% 12.9% 4.3%

５０代 33 27.3% 15.2% 0.0% 18.2% 0.0% 12.1% 24.2% 3.0%

２０代 8 25.0% 12.5% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 12.5% 0.0%

３０代 19 0.0% 5.3% 0.0% 47.4% 0.0% 15.8% 26.3% 5.3%

４０代 14 0.0% 7.1% 7.1% 14.3% 0.0% 7.1% 50.0% 14.3%

５０代 5 20.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0%

38 21.1% 15.8% 0.0% 34.2% 0.0% 13.2% 15.8% 0.0%

33 12.1% 6.1% 3.0% 27.3% 0.0% 18.2% 24.2% 9.1%

55 10.9% 12.7% 1.8% 38.2% 0.0% 16.4% 20.0% 0.0%

12 0.0% 25.0% 0.0% 41.7% 0.0% 8.3% 25.0% 0.0%

5 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 20.0%

63 11.1% 23.8% 1.6% 23.8% 0.0% 19.0% 19.0% 1.6%

90 13.3% 5.6% 1.1% 40.0% 0.0% 15.6% 23.3% 1.1%

17 5.9% 29.4% 5.9% 17.6% 0.0% 17.6% 11.8% 11.8%

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

無回答

全体

性・年齢

男性

女性

4．教わった内
容が運用に役
立っていない

5．担当者の対
応が悪い

6．仕事の都合
上、参加するこ
とができない

7．その他
サンプル
数

1．講師の説明
がわかりにく
い、難しい

2．配布される
資料がわかり
にくい、難しい

3．疑問点につ
いて答えてくれ

ない

1 4 .4 1 5 .3

1 .4

2 8 .7

0 .5

1 7 .2
1 9 .1

3 .3

0

1 0

2 0

3 0

社内セミナー、講習会（継続教育）の不満足理由では、｢教わった内容が運用に役立っ
ていない」が、３割弱で最も多くなっている。特に、資産運用タイプでの投資信託派の
当項目比率が高くなっていることは象徴的となっている。
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Ｑ11 資産運用相談サービスの利用意向

（ＳＡ）

1537 72.2% 1.7% 19.0% 1.6% 5.5%

２０代 159 76.1% 0.6% 16.4% 1.9% 5.0%

３０代 459 75.4% 2.6% 16.6% 0.9% 4.6%

４０代 393 69.7% 1.8% 20.9% 1.8% 5.9%

５０代 215 66.0% 0.9% 24.2% 1.9% 7.0%

２０代 101 75.2% 1.0% 15.8% 3.0% 5.0%

３０代 107 72.9% 0.9% 18.7% 0.9% 6.5%

４０代 78 70.5% 2.6% 20.5% 1.3% 5.1%

５０代 25 72.0% 0.0% 16.0% 4.0% 8.0%

398 72.9% 2.0% 18.3% 1.8% 5.0%

207 76.3% 2.4% 17.4% 1.0% 2.9%

274 74.8% 1.5% 17.9% 1.1% 4.7%

65 75.4% 1.5% 15.4% 3.1% 4.6%

42 64.3% 4.8% 23.8% 0.0% 7.1%

447 70.7% 1.1% 21.7% 2.5% 4.0%

542 74.7% 2.8% 17.9% 0.7% 3.9%

144 80.6% 2.1% 12.5% 1.4% 3.5%

無回答
1．無料であれば
利用してみたい

2．有料でも利用
したい

3．利用しない 4．その他

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

7 2 . 2

1 . 7

1 9 . 0

1 . 6
5 . 5

0

2 0

4 0

6 0

8 0

資産運用相談サービスの利用意向では、「無料であれば利用してみたい」が７割強で圧倒的と
なっている。アドバイザリー業務は、無料でないと難しい（企業負担）ことが明確となっている。
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（ＭＡ）

Ｑ11SQ1 資産運用相談サービスの非利用理由 （「利用しない」の回答者）

292 21.6% 41.8% 7.9% 45.2% 7.5% 2.4%

２０代 26 30.8% 34.6% 7.7% 42.3% 3.8% 3.8%

３０代 76 17.1% 47.4% 6.6% 42.1% 5.3% 3.9%

４０代 82 18.3% 32.9% 7.3% 52.4% 9.8% 2.4%

５０代 52 38.5% 25.0% 5.8% 38.5% 9.6% 1.9%

２０代 16 6.3% 62.5% 6.3% 43.8% 0.0% 0.0%

３０代 20 15.0% 65.0% 15.0% 35.0% 10.0% 0.0%

４０代 16 12.5% 68.8% 18.8% 62.5% 12.5% 0.0%

５０代 4 25.0% 75.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

73 23.3% 45.2% 9.6% 39.7% 5.5% 2.7%

36 30.6% 41.7% 8.3% 41.7% 2.8% 0.0%

49 30.6% 32.7% 12.2% 53.1% 8.2% 0.0%

10 20.0% 40.0% 0.0% 40.0% 10.0% 0.0%

10 50.0% 30.0% 0.0% 50.0% 10.0% 0.0%

97 18.6% 42.3% 11.3% 57.7% 6.2% 1.0%

97 38.1% 29.9% 8.2% 40.2% 9.3% 0.0%

18 11.1% 50.0% 11.1% 55.6% 0.0% 0.0%

５．その他 無回答
１．自分の資
産のことは自
分で考えたい

２．何を相談す
ればよいのか
わからない

３．知らない人
に自分の資産
について知ら
れたくない

４．相談するの
が面倒だから

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

2 1 . 6

4 1 . 8

7 . 9

4 5 . 2

7 . 5

2 . 4

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

資産運用相談サービスの非利用意向では、｢相談するのが面倒だから」「何を相談すればよい
のかわからない」といった動機づけでの欠如が要因となる項目が４割台で多くなっている。
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Ｑ12 投資信託の特徴理解

（ＳＡ）

1537 3.1% 21.9% 17.0% 29.5% 27.8% 0.7%

２０代 159 3.8% 22.0% 18.9% 25.8% 29.6% 0.0%

３０代 459 3.3% 22.0% 12.9% 32.9% 27.7% 1.3%

４０代 393 3.8% 27.5% 18.3% 27.2% 23.2% 0.0%

５０代 215 2.3% 26.5% 17.7% 27.0% 25.6% 0.9%

２０代 101 2.0% 6.9% 19.8% 24.8% 46.5% 0.0%

３０代 107 1.9% 10.3% 15.9% 32.7% 37.4% 1.9%

４０代 78 2.6% 20.5% 24.4% 34.6% 17.9% 0.0%

５０代 25 4.0% 8.0% 24.0% 40.0% 24.0% 0.0%

398 3.0% 22.4% 16.8% 33.2% 24.1% 0.5%

207 5.3% 24.6% 14.5% 33.3% 21.7% 0.5%

274 3.6% 37.2% 22.3% 25.2% 11.3% 0.4%

65 3.1% 30.8% 15.4% 32.3% 18.5% 0.0%

42 2.4% 33.3% 26.2% 21.4% 14.3% 2.4%

447 1.1% 15.7% 19.7% 34.0% 29.5% 0.0%

542 6.5% 35.6% 19.0% 26.6% 12.0% 0.4%

144 1.4% 22.2% 18.8% 33.3% 23.6% 0.7%

よく知ってい
る

大体知って
いる

名前を知っ
ている程度

あまりよく知
らない

ほとんど知ら
ない

無回答

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

全体

性・年齢

男性

女性

サンプル
数

無回答, 0.7%

名前を知ってい
る程度, 17.0%

大体知ってい
る, 21.9%

よく知っている,
3.1%

あまりよく知ら
ない, 29.5%

ほとんど知らな
い, 27.8%

投資信託の理解度は、「大体知って
いる」まで加えても全体の４分の１と
なっている。
性・年齢別では、女性の若年層（２０
～３０代）で、「ほとんど知らない」の
比率が高くなっていることが目立って
いる。
資産運用タイプでは、投資信託派で
も「知っている」との回答が４割強と
低率にとどまっている。
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Ｑ12 SQ1  投資信託選定時でのチェック項目（３項目限定）

1537 38.8% 62.4% 27.8% 24.2% 61.0% 29.3% 2.9% 7.2%

２０代 159 35.8% 69.2% 37.7% 27.7% 60.4% 23.3% 3.1% 3.8%

３０代 459 35.3% 61.9% 29.4% 23.5% 61.0% 31.8% 2.8% 6.5%

４０代 393 42.0% 65.4% 28.2% 22.6% 64.9% 24.7% 2.5% 5.6%

５０代 215 41.4% 54.0% 20.0% 25.1% 53.5% 30.2% 4.2% 11.2%

２０代 101 43.6% 59.4% 23.8% 17.8% 54.5% 35.6% 4.0% 10.9%

３０代 107 36.4% 68.2% 28.0% 25.2% 67.3% 32.7% 2.8% 6.5%

４０代 78 33.3% 62.8% 30.8% 32.1% 70.5% 33.3% 0.0% 5.1%

５０代 25 60.0% 40.0% 4.0% 28.0% 40.0% 36.0% 0.0% 24.0%

398 37.9% 69.8% 34.2% 21.9% 63.8% 30.4% 1.8% 4.3%

207 38.6% 72.0% 33.8% 24.2% 66.7% 28.0% 1.4% 3.9%

274 35.4% 73.0% 29.2% 21.5% 67.5% 31.8% 1.8% 2.2%

65 49.2% 58.5% 27.7% 35.4% 61.5% 27.7% 0.0% 4.6%

42 38.1% 69.0% 21.4% 23.8% 71.4% 35.7% 4.8% 4.8%

447 48.5% 57.7% 21.9% 26.4% 64.0% 27.5% 2.5% 7.2%

542 30.1% 76.4% 36.9% 20.8% 66.8% 32.5% 2.6% 1.7%

144 46.5% 69.4% 34.0% 20.8% 59.7% 27.1% 2.1% 3.5%

５．過去の運用
成績（リターン
の推移）

６．手数料 ７．その他 無回答１．運用会社

２．投資対象
（国内株・外国
株・国内債券・
外国債券）

３．投資方針
（アクティブ・
パッシブ）

４．現在の基準
価額

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

38 .8

6 2 .4

2 7 .8
2 4 .2

6 1 .0

2 9 .3

2 .9
7 .2

0

2 0

4 0

6 0

8 0

（３ＬＡ）
投資信託の選定に際して、どのような項目をチェック(３項目限定）するかでは、投資対象、
過去の運用成績が６割強で上位にあがっている。
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Ｑ12 SQ2  投資信託選定時での最重視点

1537 12.2% 30.3% 6.3% 5.4% 32.1% 3.6% 1.0% 9.2%

２０代 159 11.9% 30.2% 10.1% 5.0% 30.2% 4.4% 2.5% 5.7%

３０代 459 13.3% 32.0% 5.4% 4.1% 32.0% 3.3% 0.7% 9.2%

４０代 393 9.4% 29.8% 7.1% 5.1% 38.2% 2.0% 0.5% 7.9%

５０代 215 16.7% 27.0% 4.7% 4.7% 26.5% 5.6% 2.8% 12.1%

２０代 101 11.9% 28.7% 8.9% 5.9% 27.7% 4.0% 1.0% 11.9%

３０代 107 10.3% 31.8% 4.7% 11.2% 31.8% 2.8% 0.0% 7.5%

４０代 78 6.4% 34.6% 5.1% 9.0% 28.2% 6.4% 0.0% 10.3%

５０代 25 24.0% 20.0% 0.0% 4.0% 28.0% 4.0% 0.0% 20.0%

398 11.8% 34.4% 7.0% 5.3% 32.4% 3.3% 1.3% 4.5%

207 10.1% 36.2% 6.8% 4.3% 35.3% 1.4% 0.5% 5.3%

274 6.2% 36.5% 6.2% 5.1% 38.0% 2.6% 0.4% 5.1%

65 13.8% 24.6% 6.2% 6.2% 36.9% 7.7% 0.0% 4.6%

42 7.1% 33.3% 4.8% 4.8% 33.3% 9.5% 0.0% 7.1%

447 15.2% 23.5% 5.8% 5.4% 36.7% 3.8% 0.7% 8.9%

542 5.5% 41.3% 7.4% 4.1% 33.8% 4.1% 1.3% 2.6%

144 20.1% 31.9% 6.3% 4.9% 29.9% 1.4% 0.7% 4.9%

５．過去の運用
成績（リターン
の推移）

６．手数料 ７．その他 無回答１．運用会社

２．投資対象
（国内株・外国
株・国内債券・
外国債券）

３．投資方針
（アクティブ・
パッシブ）

４．現在の基準
価額

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

全体

性・年齢

男性

女性

サンプル
数

12.2

30 .3

6 .3 5 .4

32.1

3 .6
1 .0

9 .2

0

10

20

30

40

（ＳＡ）

投資信託の選定に際しての最重視項目では、前記の選択（３項目限定）と比較し、過去の
運用成績、投資対象が他項目とさらに格差をもって上位にあがっている。

－46－



Ｑ12 SQ3  確定拠出年金投資商品の運用メリット認知

28.4

16.9

22.5

22.6

37.1

69.5

81.1

75.4

75.5

61.3

2.1

2.1

2.1

1.9

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

１．運用時には税金がかからない

２．販売手数料がない（ノーロード）

３．運用手数料（信託報酬）が低い

４．解約手数料（信託財産保留額）が低い

５．スイッチングに手数料がかからない Ｎ=1537
（ＳＡ）

確定拠出年金投資商品の運用メリット認知では、５項目において認知が過半数となる項目は
皆無で、確定拠出年金制度のメリットが如何に理解されていないかがわかる。同時に、制度
そのものへの無理解を浮き彫りにしている。
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Ｑ12 SQ3  確定拠出年金投資商品の運用メリット認知

１．運用時には税金がかからない

1537 37.1% 61.3% 1.6%

２０代 159 40.3% 59.1% 0.6%

３０代 459 32.7% 65.1% 2.2%

４０代 393 40.7% 58.3% 1.0%

５０代 215 35.3% 61.4% 3.3%

２０代 101 28.7% 71.3% 0.0%

３０代 107 41.1% 58.9% 0.0%

４０代 78 50.0% 47.4% 2.6%

５０代 25 32.0% 64.0% 4.0%

全体

性
・
年
齢

男性

女性

知っている 知らない 無回答
サンプル
数

（ＳＡ）

２．販売手数料がない（ノーロード）

1537 22.6% 75.5% 1.9%

２０代 159 19.5% 79.9% 0.6%

３０代 459 19.4% 78.4% 2.2%

４０代 393 26.2% 72.3% 1.5%

５０代 215 22.3% 73.5% 4.2%

２０代 101 18.8% 81.2% 0.0%

３０代 107 22.4% 77.6% 0.0%

４０代 78 37.2% 60.3% 2.6%

５０代 25 16.0% 80.0% 4.0%

サンプル
数

知っている 知らない 無回答

全体

性
・
年
齢

男性

女性

（ＳＡ）

３．運用手数料（信託報酬）が低い

（ＳＡ）

1537 22 .5% 75 .4% 2 .1%

２０代 159 23 .3% 76 .1% 0 .6%

３０代 459 16 .6% 81 .3% 2 .2%

４０代 393 28 .2% 69 .7% 2 .0%

５０代 215 25 .6% 69 .8% 4 .7%

２０代 101 15 .8% 84 .2% 0 .0%

３０代 107 22 .4% 77 .6% 0 .0%

４０代 78 29 .5% 67 .9% 2 .6%

５０代 25 16 .0% 80 .0% 4 .0%

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

知っている 知らない 無回答
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４．解約手数料（信託財産保留額）が低い

1537 16.9% 81.1% 2.1%

２０代 159 11.3% 88.1% 0.6%

３０代 459 13.9% 83.9% 2.2%

４０代 393 20.6% 77.6% 1.8%

５０代 215 20.0% 74.9% 5.1%

２０代 101 11.9% 88.1% 0.0%

３０代 107 18.7% 81.3% 0.0%

４０代 78 23.1% 74.4% 2.6%

５０代 25 12.0% 84.0% 4.0%

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

知っている 知らない 無回答

（ＳＡ）

５．スイッチングに手数料がかからない

（ＳＡ）

1537 28.4% 69.5% 2.1%

２０代 159 26.4% 73.0% 0.6%

３０代 459 24.2% 73.6% 2.2%

４０代 393 33.3% 64.9% 1.8%

５０代 215 27.4% 67.9% 4.7%

２０代 101 27.7% 72.3% 0.0%

３０代 107 33.6% 66.4% 0.0%

４０代 78 33.3% 62.8% 3.8%

５０代 25 16.0% 80.0% 4.0%

全体

性
・
年
齢

男性

女性

サンプル
数

知っている 知らない 無回答
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Ｑ12 SQ4  投資信託に関する追加的情報源

1537 25.8% 17.9% 11.5% 6.0% 52.4% 18.9% 3.0% 11.3% 18.9% 9.5%

２０代 159 31.4% 20.1% 8.2% 1.9% 62.9% 15.1% 2.5% 11.3% 20.1% 10.1%

３０代 459 28.1% 18.5% 6.8% 3.3% 54.0% 13.9% 2.0% 9.4% 21.4% 7.8%

４０代 393 26.0% 20.9% 12.5% 5.9% 60.6% 26.7% 3.3% 9.7% 16.5% 4.3%

５０代 215 25.1% 15.3% 14.9% 9.3% 40.0% 16.7% 3.7% 22.3% 14.0% 2.3%

２０代 101 14.9% 11.9% 15.8% 5.0% 55.4% 17.8% 4.0% 12.9% 23.8% 25.7%

３０代 107 14.0% 15.0% 15.0% 11.2% 37.4% 21.5% 4.7% 5.6% 22.4% 25.2%

４０代 78 34.6% 17.9% 19.2% 12.8% 43.6% 21.8% 3.8% 9.0% 20.5% 19.2%

５０代 25 16.0% 4.0% 16.0% 16.0% 16.0% 16.0% 0.0% 4.0% 8.0% 16.0%

398 28.4% 19.6% 10.3% 3.5% 57.3% 19.3% 3.5% 11.1% 20.6% 15.3%

207 27.5% 19.8% 11.6% 7.7% 62.8% 23.7% 4.3% 13.5% 18.8% 7.2%

274 32.1% 23.7% 17.2% 7.7% 63.1% 24.5% 2.2% 11.3% 15.7% 4.7%

65 35.4% 20.0% 13.8% 4.6% 58.5% 18.5% 1.5% 12.3% 13.8% 6.2%

42 21.4% 16.7% 16.7% 9.5% 57.1% 28.6% 2.4% 11.9% 14.3% 0.0%

447 24.6% 11.0% 13.2% 7.4% 45.4% 20.1% 3.6% 16.8% 19.9% 9.8%

542 31.9% 27.3% 9.8% 4.6% 66.8% 23.1% 4.1% 6.1% 17.3% 7.7%

144 27.8% 20.1% 11.1% 2.8% 57.6% 20.8% 0.0% 9.7% 23.6% 10.4%

９．会社の同
僚、上司

1０．家族・親類
５．インターネッ

ト

６．運営管理機
関のホームペー

ジ

７．運営管理機
関のコールセン

タ

８．会社の確定
拠出年金担当窓

口
１．一般の新聞 ２．マネー雑誌

３．金融機関が
発行しているパ
ンフレット

４．自分の取引
金融機関に聞く

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

サンプル
数

全体

性・年齢

男性

女性

13.9% 3.5% 1.3% 18.8% 2.7%

22.0% 2.5% 0.0% 15.7% 0.6%

13.1% 3.5% 1.3% 17.2% 3.5%

10.7% 3.3% 2.3% 16.0% 2.0%

6.5% 3.3% 0.9% 23.7% 3.7%

21.8% 5.0% 2.0% 23.8% 1.0%

19.6% 6.5% 0.0% 22.4% 1.9%

21.8% 2.6% 1.3% 17.9% 3.8%

12.0% 0.0% 0.0% 36.0% 12.0%

18.6% 3.0% 0.5% 15.6% 1.5%

13.0% 4.3% 2.9% 11.6% 1.9%

10.2% 4.4% 2.2% 13.1% 0.4%

4.6% 1.5% 0.0% 15.4% 4.6%

7.1% 2.4% 0.0% 11.9% 2.4%

14.1% 3.4% 1.6% 21.5% 1.8%

14.8% 3.7% 1.7% 11.4% 0.6%

13.2% 2.1% 0.7% 14.6% 3.5%

１３．その他

１４．相談先はない
／どのように情報
収集したらよいか
わからない

無回答１１．友人・知人
１２．FP（ﾌｧｲﾅﾝｼｬ
ﾙﾌ゚ﾗﾝﾅー ）など専門

家

2 5 .8

1 7 .9
1 1 .5

6 .0

5 2 .4

1 8 .9

3 .0

1 1 .3

1 8 .9

9 .5

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

1 3 .9

3 .5 1 . 3

1 8 .8

2 .7

（MＡ）

投資信託について追加的に情報収集しようとした場合、
どこから情報を収集するかでは、全体では圧倒的に
インターネットが多く、過半数の加入者が挙げている。
他の情報源では、一般の新聞が４分の１で続き、他は
２割を超えるものはなく低率にとどまっている。
性・年齢別では、インターネットにおいて女性５０代で
低率となっていることが目立っている。一方、「相談先
はない／どのように情報収集したらよいかわからない」
で、同女性５０代での比率が高くなっていることが注目
される。

－50－



Ｑ13 追加希望の投資信託商品

1537 6.4% 9.5% 7.5% 10.3% 6.8% 5.1% 15.7% 28.0%

２０代 159 7.5% 10.7% 10.1% 11.9% 13.2% 8.2% 20.1% 34.6%

３０代 459 8.3% 11.8% 7.6% 11.1% 7.4% 4.8% 17.9% 27.9%

４０代 393 4.1% 8.7% 7.4% 12.0% 6.9% 6.6% 16.5% 34.9%

５０代 215 7.0% 8.4% 7.4% 7.4% 4.7% 2.3% 11.6% 23.3%

２０代 101 6.9% 7.9% 6.9% 8.9% 4.0% 5.0% 14.9% 20.8%

３０代 107 3.7% 5.6% 5.6% 8.4% 2.8% 2.8% 12.1% 21.5%

４０代 78 6.4% 10.3% 6.4% 10.3% 6.4% 5.1% 11.5% 20.5%

５０代 25 8.0% 4.0% 8.0% 0.0% 0.0% 4.0% 4.0% 0.0%

398 7.5% 10.8% 10.6% 12.8% 8.0% 6.8% 21.4% 33.9%

207 5.8% 7.7% 4.8% 10.6% 6.3% 4.3% 16.9% 32.4%

274 7.7% 10.2% 9.9% 12.4% 9.1% 6.2% 22.3% 40.1%

65 7.7% 13.8% 7.7% 13.8% 7.7% 1.5% 15.4% 35.4%

42 4.8% 16.7% 9.5% 9.5% 9.5% 9.5% 16.7% 40.5%

447 5.8% 8.3% 4.9% 7.2% 2.9% 1.8% 8.5% 19.9%

542 6.1% 11.4% 9.8% 14.6% 11.3% 9.4% 25.6% 46.3%

144 9.0% 11.8% 11.1% 13.2% 6.3% 5.6% 23.6% 31.9%

 8．中国株投資
信託・インド株投
資信託など、新
興地域を対象と
した投資信託

4．海外株式アク
ティブ投資信託

5．J-REIT(日本
国内を投資対象
とした不動産投
資信託）

 6．G-REIT(海外
を投資対象とし
た不動産投資信

託）

7．コモディティ
(石油、金、穀物
など)を対象とし
た投資信託

サンプル
数

1．国内債券アク
ティブ投資信託

2．国内株式アク
ティブ投資信託

3．海外債券アク
ティブ投資信託

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

拠出残高

50万円未満

50～100万円未満

100～300万円未満

300～500万円未満

500万円以上

全体

性・年齢

男性

女性

12.8% 5.1% 3.5% 9.0% 21.5% 20.7%

10.7% 3.8% 5.0% 6.3% 22.6% 14.5%

11.1% 5.2% 4.4% 9.2% 20.7% 21.1%

14.0% 5.9% 3.1% 9.7% 17.8% 18.3%

13.0% 2.3% 2.8% 6.5% 27.4% 27.0%

17.8% 5.0% 1.0% 9.9% 24.8% 17.8%

12.1% 6.5% 3.7% 11.2% 21.5% 25.2%

14.1% 11.5% 2.6% 14.1% 20.5% 15.4%

12.0% 0.0% 4.0% 4.0% 28.0% 44.0%

13.3% 6.5% 4.3% 6.8% 21.9% 13.8%

11.1% 6.8% 4.8% 8.7% 24.6% 9.2%

20.4% 8.0% 4.0% 7.7% 19.0% 8.8%

15.4% 3.1% 6.2% 3.1% 24.6% 18.5%

14.3% 4.8% 0.0% 2.4% 19.0% 26.2%

12.3% 3.1% 2.5% 11.4% 32.7% 17.0%

16.6% 8.1% 5.7% 7.4% 15.1% 9.4%

14.6% 6.9% 3.5% 4.9% 18.8% 17.4%

12．その他
　13. 加えてほしい
投資信託はない

無回答

 9.  株券、債券に
不動産などを加え
た多資産型投資
信託 (バランス型
投資信託)

10. SRI(社会責任
投資)ファンド・エコ
ファンド

11. ターゲットイ
ヤー型ファンド

6 . 4
9 . 5

7 . 5
1 0 . 3

6 . 8
5 . 1

1 5 . 7

2 8 . 0

0

1 0

2 0

3 0

1 2 . 8

5 . 1
3 . 5

9 . 0

2 1 . 5 2 0 . 7

（MＡ）

確定拠出年金の運用商品として加えてほしい
投資信託商品では、エマージングが最も多く、
次いで、コモディティとなっている。
資産運用タイプでは、投資信託派のエマージ
ングの追加要望が高くなっていることが目立っ
ている。
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Ｑ１４ 投資や運用に関する正誤問題

34.3

75.3

36.0

35.5

21.5

33.7

49.9

55.4

26.2

56.1

32.5

72.9

52.8

47.0

55.0

15.3

1.4

5.5

12.4

17.0

7.5

10.8

2.5

21.8

10.6

18.3

5.8

4.8

9.0

4.2

48.1

21.2

56.0

50.0

59.3

56.9

36.6

40.1

49.8

31.2

47.2

19.5

40.3

42.1

39.2

2.3

2.1

2.5

2.0

2.2

1.9

2.7

2.0

2.1

2.1

2.0

1.8

2.0

1.8

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正解 誤答 わからない 無回答

①Ａ商品の利回りが１％、Ｂ商品の利回りが３％で毎月複利運用する時、
運用する期間が長ければ長いほど、この利回りの差は小さくなる

②確定拠出年金で運用している時、運用収益に対して課税される

③多くの人の資金を集めて「ファンドマネージャー」と呼ばれる専門家が
投資家に代わって運用している商品を投資信託という

④ある程度の利回りを得ようと思えば、価格変動が伴うリスク商品を選ぶ
必要がある

⑤金利があがると債券の価格もあがる

⑥債券は、一般的に株式よりもリスク・リターンともに高い

⑦投資信託は、投信会社など関係機関が破綻した場合、投資家の財産
は保護されない

⑧少額でも分散投資することができるのが、投資信託の特徴である

⑨自分に合った運用商品を選ぶ際は「自分でリスクをどれだけとれるか」
だけを考えれば充分である

⑩基準価額とは、投資信託を購入したり、売却したりする場合の基準と
なる価額である

⑭自分の資産残高を確認するには、定期的に送られてくる「加入者の
お知らせ」を見るしか確認する方法はない

⑪「ベンチマーク」とは、投資信託の資産の大きさを測定する際に使われ
る指標のことである

⑫「アクティブ型」の投資信託とは、市場の平均と同じ様な働きをすること
を目指して運用される商品のことである

⑬確定拠出年金において、積み立てている資産の配分変更は年２回
までしかできない

⑮１００万円を複利５％で運用すると、１０年後には約１６０万円になる
（運用に関する費用等考慮しない場合）

Ｎ=1537

（ＳＡ）

全体を通して１５問のうち、５０％
以上の正答率を超えた設問は、
６問で、資産運用に関する理解
は、まだ、周知徹底されていない
ことが理解できる。

誤答率が最も高い⑦は、加入者
の投資信託に対するリスク・不安
を象徴する項目とも言え、制度に
対する周知徹底が投資信託への
運用機会を高めることにつながる
ことがうかがわれる。
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Ｑ１４ 投資や運用に関する正誤問題

正解率

1537 55.0% 47.0% 52.8% 72.9% 32.5% 56.1% 26.2% 55.4% 49.9% 33.7%

２０代 159 51.6% 44.7% 57.2% 70.4% 30.2% 61.6% 25.8% 60.4% 57.2% 31.4%

３０代 459 51.0% 44.0% 51.9% 70.8% 30.3% 55.1% 26.8% 54.9% 45.1% 29.0%

４０代 393 64.1% 55.5% 58.5% 77.1% 42.7% 63.1% 31.0% 61.3% 52.7% 39.9%

５０代 215 64.2% 43.7% 54.0% 71.2% 33.0% 56.7% 25.6% 53.0% 41.4% 36.7%

２０代 101 34.7% 37.6% 31.7% 70.3% 15.8% 32.7% 15.8% 39.6% 51.5% 28.7%

３０代 107 40.2% 46.7% 43.9% 78.5% 21.5% 53.3% 25.2% 47.7% 60.7% 27.1%

４０代 78 66.7% 52.6% 62.8% 75.6% 41.0% 52.6% 21.8% 62.8% 57.7% 46.2%

５０代 25 40.0% 36.0% 36.0% 56.0% 12.0% 40.0% 8.0% 32.0% 44.0% 20.0%

447 51.7% 42.7% 51.2% 75.8% 28.9% 48.1% 21.5% 51.7% 47.0% 29.5%

542 73.6% 66.4% 69.9% 85.4% 48.0% 78.4% 38.9% 71.8% 64.2% 47.8%

144 59.0% 52.8% 58.3% 71.5% 31.9% 59.0% 21.5% 58.3% 55.6% 29.9%

性・年齢

男性

女性

全体

⑧少額でも
分散投資す
ることができ
るのが、投資
信託の特徴
である

⑨自分に
合った運用
商品を選ぶ
際は「自分で
リスクをどれ
だけとれる
か」だけを考
えれは充分
である

資産運用
タイプ

元本確保派

投資信託派

中間派

⑩基準価額
とは、投資信
託を購入した
り、売却した
りする場合
の基準となる
価額である

④ある程度
の利回りを
得ようと思え
ば、価格変
動が伴うリス
ク商品を選
ぶ必要があ
る

⑤金利があ
がると債券
の価格もあ
がる

⑥債券は、
一般的に株
式よりもリス
ク・リターンと
もに高い

⑦投資信託
は、投信会
社など関係
機関が破綻
した場合、投
資家の財産
は保護され
ない

サンプル
数

 ①Ａ商品の利
回りが１％、Ｂ
商品の利回り
が３％で毎月
複利運用する
時、運用する
期間が長けれ
ば長いほど、
この利回りの
差は小さくなる

②確定拠出
年金で運用
している時、
運用収益に
対して課税さ
れる

③多くの人の
資金を集めて
「ファンドマ
ネージャー」と
呼ばれる専門
家が投資家
に代わって運
用している商
品を投資信託
という

21.5% 35.5% 36.0% 75.3% 34.3%

19.5% 46.5% 36.5% 71.1% 34.6%

21.8% 35.3% 33.3% 69.9% 32.2%

25.4% 38.7% 37.4% 80.7% 41.5%

22.3% 27.0% 38.6% 74.4% 42.8%

9.9% 27.7% 23.8% 73.3% 10.9%

19.6% 36.4% 43.9% 85.0% 21.5%

23.1% 39.7% 46.2% 80.8% 39.7%

8.0% 8.0% 24.0% 76.0% 16.0%

14.1% 26.4% 31.5% 79.4% 30.2%

36.5% 56.1% 54.4% 90.0% 50.6%

16.7% 38.2% 31.3% 81.9% 39.6%

⑮100万円を
福利5％で運
用すると、10
年後には約
160万円にな
る（運用に関
する費用等
考慮しない
場合）

⑫「アクティ
ブ型」の投資
信託とは、市
場の平均と
同じ様な働き
をすることを
目指して運
用される商
品のことであ
る

⑬確定拠出
年金におい
て、積み立て
ている資産
の配分変更
は年２回まで
しかできない

⑭自分の資
産残高を確
認するには、
定期的に送
られてくる
「加入者のお
知らせ」を見
るしか確認
する方法は
ない

⑪「ベンチ
マーク」と
は、投資信
託の資産の
大きさを測定
する際に使
われる指標
のことである

投資や運用に関する正誤問題での正解率の一覧は、上表の通りである。
全体的に性・年齢別では、女性の２０代、５０代での正答率が低くなっていることが目立っている。
資産運用タイプでは、投資信託派の正解率が全項目で平均を上回って際立って高くなり、一方、
元本確保派の正解率の低さが目立っている。つまり、投資や運用に関する知識がなければ、投
資信託の運用行動も出来ないことを物語っている。
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